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論説
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7守造物司'1囚1L公図における保謹 利用・調整:3~' 

2 レ カザン政権 新たな公|刻地収得。〉 時停止

3 クリントン政権 ヴエイル アジェンダ代 ailAgenda)の採択

第五節小指ー凶ν公凶ンステムの位置づけと 6保護と手IJ刷!ジレ

ン7の奇場

(以上、 39巻2号)

[:n--.:~ アメリカの刊す公開関連法制度

第節国立公園局設問法(I¥ationalPark Service OrganicAct) 

I 法の内平年

2 判例

第節基本計幽指針 Cl'vL:lllagcmcntPolicics) 

I 指針の内容

2 手IJf刊

第三節 連邦所有地政策管理法 (FcdcralLand Policy and 11叩 agc11lcnl

ActトL円 IA)

I 法の内平年

2 判例

第四節 ての他の主'~な合衆国山タλ保護法

1 1且/1自扶法 (V... 'ildcrncss i¥cU 

1:1 去の内作

(2) 判例

2 国家環境政抗日、 (N叩 ol1alEnvirunm引ltalPo1iCY Act: NEPA) 

川 J去の内存

(2) 判例

3 絶滅の危機にある稀の法 (ιndzmgereclSpecies ActιSA) 

Ul 法の内容

12:1 判例

1 地管理同 (BLM)規則

(1) 規則のいJ谷

(2) 判例

第五百J 法ーャ体とし亡の阿家機関

1 立法府の権限辿邦議会

2 行政!iょの権限 大統領および連邦行政機関
3 司;1)けの権限裁判所および司法審存

第ノ!、節小指 アメリカの凶立公凶にかかる現行法制度の限界

(↓ソト、 39巻日号)

第一今平 岡丘公園紛争の!t;!.'サユ

お節戦阿'1の対-:ro)当事者情|ズ|

北法S914.39:J) 207i [226] 
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1 内務也、同¥r公|判同 (NPS)対農務省森林同 (FS)

2 国立公園局対1同工業者

第節戦後の紛宇の当事者構図|

ー込 門

i師"光

I 阿ウ公開局とi也の連邦官庁とのあつれき 森林同および土地

色理局

Ul 阿古公開吋と森林向。〕闇係

1:2:1 国立公園局と土地管珂局の関係

"3) 連邦レクリエーション地域のオフロード車規制

(D (，尾市lの↓人j谷
::g:: 刊例

2 ナH行政機関および地方自治体行政機関

3 地域住民および般閣 l装行

4 遊覧船業者およびモーターボート業者

第云加 地域の同然保護古 Eとの詞埜

I オリンピック凶、7公園 (OlympicN3tional Park) 市民運動

による自快保識

2 ダイナゾア凶止記念物公凶 (DinosaurNational 1'vl011Ument)の

エコー パーク論争(EchoPark conlrovcrsy) 自然保設同体

の台頭

3 ヨセミテ囚ウ公凶のヨセミテ・口ソン地域開発計画 (yりおC11l11C

Lodge Area D引ゼlop日間ntPlan) 国立公園策定百十両紛争

4 コロラド川占土木百|幽(じoloradoRれ crI>.1anagcI即 ntPlan) レ

クリエーンヨン紛争

3 イエロ ストーンスノーモービル論争最近のオフロード半

レクリエ」ンヨシ紛争

第同出小話 国立公図紛争の当事:r;.構図の複雑化

市阿章 伺有地および周辺民有地の自然保護規制

第一節 山然保忍規制の根拠となりうる法理論

(以上、本号)

I 公的ニュ ザンス埋論 (publicnuisancc d川 ln山)

2 公共信託珂論 (publictrust dodrinel 

有〉節 民有地 (pri日 lcInnd) における自然保設F法
1 土地収用(刊"nゼntdomain) 

21地取得(landacq uisiLion) 

ヨ 時境保存地役権 (C(日間円札lOn(山 crnCIlL)

(-)! オーブンスペース地役権 景勝地役権 (Scenicιasements) 

(2) iーフンスペース地役権 農地地役権 (FnrmlandEnsc11lcnts) 

北法:i~J\4 ・ :;94)2076 



7守造物司'1囚1L公図における保謹 利用・調整:3~' 

(3) i~~ ブンスペス地役権森林地地役権 (Timbcrl乱nd E出 C111CI1凶)

11:' 向然生息Jfu地役権(1¥atu ral Habitat Easements) 

1:5) 凶t;アウトドアレクリエーシヨ/ 教育用凶 I~:地域保護地

役惟 IEasementsto Protect Land Areas f川 PublicOutdoor 

H.ecreation and ιclucation) 

4 1:地{円d{;(1ancl lrl1Sl) 

3 土地交換(1and円 change)

G 事例研究ートゥザヤン 1地交換(TUS8Y叫 LωdExchangc) 

7 Jfu方ゾーニング(localヌuning)

， 1) ラソセ/火11I困立公凶 フノリ yブスイl油会担 (Philips

PCLro1cuTIl 仁川河川ny)の地熱エネルギ)開発

(2:' グランドティートン凶J.L公困 ジベクソンホール Uackson

日。1c)でのスキー')ゾート開発

第云nn ヴイルダネス (wildernessl の管珂
S.1013 ハシフリー・セイラー法案 (Humphrcy-Say!orBill) 

2 S.1l76 公聴会 (1恥山ng，;)の冗つのテ マ

3 S.:l619 両院共同決議 (concurrentresolution)の'Z:清

4 S.1028およびS.1l23 内務古および農務省の懐柔

第四節 $)I-たな管E甲子法をめざして

I 大イエローストーン・エコシステム (GrcalcrYcllo¥vsLonc 

Ecusystem) 

川 イエローストー/' (Ycllowslonc)地域の特1'1

(2) イエローストー〆火災論争 (Yc¥low山lIlC[irc cOillrovcr町)

のつの命担

1:3) イエ口 スト ン地域における4司会剥件問題
11:1 国立公園局と森林局の協働 太イエUーストーン調整委日

公 (GrcalcrYcllO¥-¥'sLonc仁川dinaLin只Commiucc:G'r:じじ)設置

と iプロセス (pruc町 s).実施

2 地域協働組のμ然保忍システム

!li 地域協働型の自然似設システムの必要性

1:2:1近時の国有地論争の つの井;J-iL点

"3) 国有地品争の新たな対守点

3 日本の国立公園への示峻

第五節 小指 白然保日正規制の新たな)jr向汁

終章

北法5914.39:;)207S [228] 
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*本kr;-lの表記につ¥"て、( ノ内(;1ラ1m丈肢が補ハごいる部分

内:止竿者古河合ょった訴分である c

第三章 国立公園紛争の康史

l此

アメ 1)カの富山公閣寺め寸る紛争の弘主とは、どのよ与なものだった

のか そもぞも、行政コントロ ルが強力である f上ずの汽さf均刑Ifl立去

査において、 ~iL公園紛争が!iじるのか J 生じるとすれば、対立ヲる、「

卒者の;，i，l火jはどのよ与なものにな4のかへ

イ、単では、 '1'1事:巨市立iに着 cJlて 1:と閣紛争の歴史を振り返るとと

もに、 也J売の cj扶保護烹よ!との3剤事告が紛争脱決の糸口となった事例を検

討していきたいc

第節 戦前の対立の当事者構図

内務省国立公箆局 (NPS)対農務省森林馬 (FS)

連邦国有地の管河につし 3ては、1'，:つの淫ノレ7政機関lこjなn11があるc

森村、局 :r，の了何?恥rv;ceド引 、 1:地H地i由h色坦;足弓 〔リi日仙~1]川1日川]川1刊e町削〉リ引Fれ川1，川l刊1，け}リr[ 

mミ引孔L一λV丸¥f)引}、凶立公目玉JnJ、合政直]魚、絵野生と物Jn) (J，.S. Fis!l alld ¥Vilulifc 

S e~: v i c e) が、 I"i有林、ドl有地、 l.::lil¥'/公肉、|ユI.¥>: Jff斗斗物保護iベ

(r:.iltlOn.11 v，;i:¥il;fc rdugc討をーそれぞれ行政笠原守る，[T-;有林ζi王ゐ川

は浸合的1'1j:IJ原則j;、P従，1て色坦され、 ofi抗、鉱物、 ;35'ぇ畜飼料のような天

然資源産物を生み出すために、 f;{山的に充当~tLてきた}それと対照的

に、1"I，'i公|討と 1"I，'i野1;:'i:.~担保乏いは保存さ才しるりk こ Aなされて非た。

ずなわち、国;{~公園と:ïl .:;LT予 !:LLl 物{坂長区の i山1]]で Y ジヤ の苅「式ゃレ

ケリエーシゴンは促進されるデ、 1足立を政32で特ミ主される 1ι

蒜休日 iFち)は、 1Il:U)乙(ぬ万 L-7Jーの国有村シスァムを る

↓kl布林U:;:;f-件1:林のままの森林、石油‘ガス層、 大 JJi 1'~な狩猟

I l{l)rJF-y': B. Tu'itt'r， Keepi口ζ]九eilh¥¥"i:h N"twt" Y~le LlliH'r~iT.可 h~e"s 沼山J3) 計

37 
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戸?古物司'1 回Lこrミ図にお :t る '~~!;~1毛 利用・珂吋:::n 

場、〆クり J ー/ヨンスキー地域、保設ウ/ルダ夕、スを含む、 1少数の貴

重な資源を十~L ，きしている。森~~~湾 J之、長」今的利 111原田:)と紙、手、資源計1泊l ウ

案骨命じるー辿の法ト:基つ守いて、同 1J 株手~:~盟運営 F るc- :!O-i廿紀初頭

アメ IJウ;fおけるヨ然保護運動の分裂は、ミヱ アリohol¥lllir) とピ

/ショ- (CifIoru PiEchutj とし sう )，(!)門主主~，三白然法自主目、惣家グ)王

阪の栢l手企伊夫l形V!:こずることになコたコアメ"カ白然保禁法動の父こ

いわれるミヱ アの自然保存 (preserv21ion) 思想デ図 υノ'i';関;休況さ

れていく !J江川賢明な干iJJt-; (ivi批;use)" 乙いみピぷンゴーの汗然保

全 ~con抗日auon) 戸、立、初代森林町長に就任したピンじコーとj与に

より伺有村として実泌されてし、った九二のよ行;こ、内務担問 ;'1三T

5買日と良fY;-s'深林日とい弓 つの連邦t口1:ほ、設、"，初がらぶきライパ

}~同信じにあったといえる~

森林J;:~J ~主 1905-f:!、従来の森府保護止め急理が内務活から J士務函

ぎ1したのを契機:こtil;足立された九森林同 l土、初朴森林局長三ンショ

( (ι[f:orc~ PIllcboL)、ょうて考え出さ11た、明11公j)Jボl主設の保全アジに

/グを長く迫J、~ ¥..き丈つピンショーによるし、森内fEすこじ{(止、利学的

管理原則を;11 c、るブ口の管理者によって'-1段目的に向げて管理されるべ

3 場所だっと。その日 t~(ユ、政;止の15 リ交わりや 1:) 地滑勢の変動からプ

ロの森林管起きや隔離すること打コたー このよう kI~ 務省森林田;土日

， ld，ど:訂 18

鈴木光「アメリカ (J)長j有地法ζ環境保"， (，1こ明治んナ日阪会、 2(107年 3~ο

民r

4 上?っ立己「アメ IJてむの証立公園 : 1然保護主宙[;~:公図此宍， (失地戸託、 2G02

ザiGO 打。

J カツヌにじ111日目的は、Ii'lす長「司同乙森林rCi]ぴj ライバ)L-:苛係について次のよ

うに述/<l~0 世紀の変わ !'l 日以宍、 つの局は特 1..~-l-/<-j 有地の出、議也氏につい

どの管轄権をめぐコて争ってき λ二 111十字尚は 1960午代を~t5じてんしといは、公

当局l二L 日未150f]工 カ ほど員けてし吋れし たがって森林局(/jJ.工場からは、

ミつ J ヨン必はこの長 J了杭 t 、ている l"n~'{r ~-，カ JIトび滋イノ i る M;J'JI'，となったぐ

Clarb-;wd ¥h仁UO:，:::，凶:<ill!2:Out :JH.' '] 引はirl，仁川」じりnd凶 l;OII.Sは1e¥; 11 i、121":"LV 

r:f .f¥:C¥， York Prcss ':19D(I; 7.3 
守 t子 三そ近-.-?メ Iノカの域境保fそu、ュ (j己t年主k学図G-::l]q"J会， 199.'::年)291Tl， 
l¥.obεrt B. K己ter.，"u;)ra n.l. "~ 37-3号

3
 

m
 

5
 

fJ叩 Lよ:JoJ



。
}附，，'じ

らの日然保全攻泌を追求しといくフえで、他方では白然保守政訴を込求

している内務省 l"li!éd李|局こ対""ずる寸後怖を:~，日午 lぬに絡めていたこ

b ワこも深林局も、剤投当初の同年間のよfT~:'ljlニついては)， c" ド

涯の役割を果た Lヂ c 人IIもまばりなおm;の出舎で、森林伐採は1'.1行付、
での王安な事業ではなかったし、 L71)Jーショ〉その伯のI(j]も!tまく

うたからである。けれども捺 次世界大戦前後小ら、この訂、況は

変宇ること L なる二

2 国立公閤局対蔵工業者

こへの4与な部演のレク '1ヱ ンヨン干JRi /)'、「町、f公lQ;J;システムの目的

ドかなうのか。この{;j'jsjJ(.土、国¥/，公開を創設するといろ情想が生まれた

ときかユJ寸むに存主Lていた吋公証がえとJt.(i)禾11mのためにあリ、そのす

ばら Lぃ;夫妻i初当支J畏から守られなけh~fならないことに Ucjf もが|司戸、す

Z 。にか[、命誌の板本をJ~I詳すどには、公却を利回する多くの公ι目立;

持者だんの杭什する王lJ長にぷって引き起こされる問題をtiZわなければ缶
らなv、 '1、ァルその他tノ){;f:安施設は公bll人fC'Cl)存在を認め lつれるべきな

の刀、あるいは公|主|詩作の外測に王立けられるべきなのか。公|戸1吋l土、公

~を利用したがるとんど人 l甘えていく人々の1~1r 誌はかるためにもっと

多\のキベン 7 設備や協力的なサービス号提イj-:~~ るべきなのか、あるい

は混雑してしなv、レク)，Jーション斗験を促江与するれめにアクセスや不1;

'11 が帝IJlt~ されるべ主なプ〉かc スノ モ、ピんや復活なス号 十月併にわIL

て公同合同伏するのは、 なことなのか。公間同のぬ設が~í;(J 民にた f~)

ないン ズン ~-7 ~すら、 1;1:' 公有馬はうちF司 1: 1:ジネス諸係者たちをひ

きつ'[るための宣伝を営業前日i苫たちに認めるべきとし')か叶ヨてゴミテ州

J公|討が去作Jに設 Vさfてl13話、 t主{tにわたって、 j主):):μ技会はこれらの

問題や解決できたごとがなかったし、あるいは問題;、取り組むごとすら

してこ".から 7
C
'

決邦議会以当初から、公園が破j乏から守られること、そして金持ちの

ためのiおまドこして定住されるよりもむし λ訟法の市えが利1可能な状

態にされなければならない守を夜山してきた J しかし去5Eが人々のため

日 1d..â~ 38 
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戸?古物司'1 回Lこrミ図にお :t る '~~!;~1毛 利用・珂吋:::n 

のものであるといフニシ{土、ょ、ずしもそれらが;:~Í!:Lv'太凱模なレクリ

エ ンヨシ利111のためのものであるこいうことではなし"支際に、連邦

議会が公問内で立まない活動は、， 'くつかあったr ま刑ノょ例者除いては、

孫自jとダムの壮一r誌は、公同では長年じわナペて禁ょιされてき t:，1'.1行付、

(~這って国立去図以、 L71)J ーションや放牧、杭木の収穫やオ止止1信

任~yO) J:ろな緑台的利il1に備えて取コておかれたωではない， 1916ヰ当

時、イマ検問の~対主 ~y(長 \chief brtべLerd 1hE】 Uni'cedSl計一同jであリ

科学的衣:持管瑚 L町:enti;Icfclとおrrnana貯 rne:lけのス沢一クスマンでも

あったピンシコ，--~> t土、出立公図的支持聞である自然併存立民山配当町、ιUOEist;

をもt七針、↑曽(I1a'::Ure faki rs) ， とi乎λだと半、1ムえられていゐムL 同守、ピ

ンショ の徹，'Æ~た努力にも rンかわらず、足邦議会は去直についてこれ

ま?に公有Lてきf 般的主:殴策指令 (gcllc[a1poll引rIlanagcιIcnt) の

みを法砕として制定 L、これがノ'r-r: (j)公宣政策ク〉中心、をな寸吉明書
円tatcmcnりとして生き紋けて v ミる c この 1916-{! の同，[公 ~1l: r戸tilti白法

(¥ιlti0l1<11 Park Scrvicc 01'則nic;¥ct， 16 L日CXijli 立、公閣がJ}E業 L

D']で伐われるこ κを明確lこt2;::jし丈っしかしl-i-;"]U、J之、伏存(，prc町内記iun)

と利)11 出己ノの閣で三 ιれるべきパランスについて1';も門!えしていな
1、'1

の t，じ)I:~q -¥';公間口付出業さという 111j1者荷河につことかる、レクソ J二一

ショシをめぐる公辺j保護}商ー禁のノ対立は、オムスアゾド (F:吋じ、 1じK

L:rw Olm坑日.0 による18ザノ;の戸アノイアカラ報告書(目ム乱立どaR印 ort)，~ 

rすでに持論'0'(し亡いた。これに光"っ亡、 1校百年の uニ1七ミ
;，y 

しゐなか勺たヨ、セT七ゴミア:にこついで記Lながら、静かにかつ確信をもっt次世

紀がもたらすことにな。Jド市に多くのピジタ /二九について円fえしとい

た(オムステゾドドとコ亡、レク)工】/~i シをめぐる rmfFlIについての

3円若なテス pウースJなったのカ¥ブイアガラ 7-'っチ〈 というのも、づ

オ 1以)5---19.:0午まで、森林吋の初代吋長を読めた
le; Josep.h L. S3X. Anεrica'sN江 ion，jParks TheょPril1CIples.Pllrposes. 3!~d 
p -y' OS~)c\.:LS ，ム): ~l レlr<::ì llisいrv と;pcci~{1 Sll~wlcmcllL (()cL 197日正 iCi
11 hL ，!;: (出 '/0

二日誌5')(4' :l~叩)2C7l L
よ321
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イアyザヮを“救ぷ (目、c)タ三千ャンベーンがIJ1川、当時のアメリカで11ii

。〕42も人気ある削光名町ど.---.)l二場町(i)サv ごスについて λを1]Iき起

こ乙たからである、ニコ ヨ』ク什i 設会がJ イ 7 ガラのぬ(_~1:1如何

Fal 日::~f苛している土地の取得 i町、 III日川Hl)を詰める i年:1川、オム

スァっ工、誌記名所を案内して令をも"けている、:'-~~直!メ(xJE たちか

らのJド禁:こ対して次のJうに与えた。

「全ての樹木が切')払われ、鉱脈じ採1，'.1:晶が預かれ、滞日干は不子んや l

J是でι荷丈 5れ、あらゆるごfーブンスヘースが吋一刀スのテントで11:めら

れている f定 ι の考えでは、ナイアガラグη竜は 3 りに、~~}たちのとこ

ろに:J界 ~-fJ の人々を 'j rっ:f.，_-)てくゐだろっ c 'j;fd'j(のjri僚についてどんな

ここがなされてこようと、 f安らが芦弓仁 i土、利益といろ二日除、そして何

られた手Hたが民に上る艶m:評決に与:る
オムスァ y ド;土了ヨ，:，ケ語、先書"のなかでも、受身。〕限:J;与を国民に

従""tることで思着せがま，主J支をとる者たちか非難していたが、ナナ
イアガラ手lt -i-\:霊長J でほ、~民は直前に芭j; ， ;Ì l るもの l 導かれるといろ f{~

J Jカρ工事にある Lそれらのものを黙Lてする知¥にきてJるこしカ十品きるししミ

う、 Uらの訂を切I'J、したこ j」イアガラが旅行政だにな η てLまっ

も前に、オムステソド li次のようい述べて~ ~た。

「ナイ F ガラ(/)滝子?jJれることは、ぴこ絞きの抗i検だったつだから、そ

れぞれの持債の時間l土、多くの{小怨時間 j"iもに、本々の間を山口くり

と1主主回り、場所から場所へと逆むことで占められてL'，た ν :Jr寸ーにj、
主なJていみがあっただけどなく a 狩町:jな積績の来?〆 A もあった九 だか

り人々は，どのi晃I-iffをヰれるの号機が"た;多くの人々が毎日毎H同決っ

以前に彼らが出かけてし 1った場所を寺内訪れ、:t1Ri) ~g ;)、民:);J: 

がら cjl、

そめてとごてが、;t;70立ftまれ、也、わ勺ごしまコだっ Yシヤーたr)は、準

怖されー娯楽的標的Jなっ1 しまうた 1 イムステッ kは、手、のように続

けるし

ピン夕、たちは、あまりにも江1案内されj官同され、

l三 JO~\' j) h 1 ごうax日 lpl日 --..E'. at;; 、
1:3 lc: に;7tJ 

l2:n; 

ミ九オし1とめられ

ー ~.Û、:):， 4.388) 虫}i()



戸?古物司'1 回Lこrミ図にお :t る -~~!;~1毛 利用・珂吋:::n 

i 退治 (νuL~ltrùllgh)' セさるを 1-~ ないし、}二然のままの健康なか人的

i白irf.、:ニヌとして訴えるものは(主とんど何も残されて vλなかったc 刊行却に

よヮて告も与 l?のねらし味、 ピジタ に士亡して非Yll、司j停に示されるの

ご、ビジターはそれ:ι包じることを白:制されるし、しかも判手;:~ ~ Er;j、

3れるもののほかにほとん2_'1'1も見たの感じたり〕ないことを強制され

/，0 0__: 

オムステ，ドの報;十1杏l立与豆町:1ヲな三回 i工業杏類だったれで、さまさま

な尚江主的な琵;楽に凄wに応えていた J ある引 i町l土、 7イア右“フの}古の真
にある'Cy止の場所であるゴート・アイランピ l、Goa~ ~slanくいに、立派

なLストランを，，1':てると j張 lた。すムステソド;止、ピジタ たちが江主

泣なドライプで保留JW境界の外列jにある点7ルや νスJラン仁 1'i-くこ ζ

カずできると述ノえて、計 i出Î~ 才しごいたレス 1 フ一ノには?でした 才ムステ y

下のアプ口一千のうち最も時豪n~ なもののひとつは、人々が(ら牛を j、ら

せることなく oT1 を t-~るここを 51 すというも亡起に反対したこ乙だった。ナ

イアガラほ“すっかり'L、キ竿われ、しかもめい7官、にふけるような方法で"

i'~を|閉めるよ Y を人々に促すよう管ょJ1きれなければならない、上いうの

がすムス子ンドの l 張だっ丈 J そのような作任主にとって、終了n土体活物
でしかないよ Jヘオム λテリドはまた Jすイマガラ，虫干のなかで、ア

クセス制限手法キ明小的にjj)]百し?

オムス子ソドの つoノ報白書は、彼が凶立公i廷に闘するのicI叶じ考え

を部了;=r ~'~r~l (ur~arl pι1r:'-:->)にヨ唱しでも有していたことをiVJらかにτる17

ナイ Fブfラのケ スは、厳{9iには河 ¥'l.:公悶事例ーとは?よいかじ、レク

リ]二ーシコンをめぐる公開保誰と沿， 1 業の対 ì!. をつ ~-g-9ft ~きな好関 'ji 同と

L -(、主要な烹誌をもっといえるだろう υ

第二節 戦後の紛争の当事者構図

国:iL公園局と偵の漆邦官1Tとのあつれ章一森林局および土地管理局

15 ld.. "~ 79 

1(; Ic~， ~:l 83 

1，:に:'(j 

二日誌5')(4' :l(1) 2C69 Lよ34[
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:iijとく迎司令!丁ではあっとも、連j立公園L;(~ニイ也じっ話荊jRrt とりわけ森
林局や i地符洋一局とでは、j運河町1，地の利111にだするスタンスが異なる G

ここでは、同 \l -:i;悶足と海中本局、~ \~I 公悶/ミと}地笠 J'I1日の閃 1不やそれ
ユタ l、百一一-r，、も手 、
~( ，) L見、、 ¥t~ L~ j.__ v" 

(1) 鼠:lr公関局と森林局の関係

第 次旧作/¥戦{#のレクリこ-::，-=jンプームのi'IJ米下ょっし国有林

が!下立公凶と並ぶ連邦1ノク 1)_-; ション地域になっ 7ことで、 rq立公凶
のうイノ、)~湾ノ長:土鎖社 fヒ L/勺)lD5Gノ十三には ~iL公団 Llが ミノ

ンヨン出(，"f¥:[issic川 66)"という 1011~"十両ド若子主心 万で、森仏両は"ト

ベレーシ Jン・アウトド?ズ U)perajonO~li c;oors)" という 5年，!I TIm 

γ マ

九ル川-'，;ζ 

に若干したlS

)乙ョン 6ü~土、国立公園 );:;j 6 1-¥': U J~;J 1ミワース(仁叩 3dL ¥V j~.lh) /;人

殺到寸る公沼ピンタ たちに対応 Fるために打ちi汗した大土地模l与Ji色事業

だうだ}国立公関白体力大ク人資法やEEヨミ的資J屈の保護(~沼Lてはほとん

レ1可も行なわなかったレいろm半じがあるものの、ビジタ-iJi存力をけた
外れに明大させ丈去f，'、:内な I前発下たである ノション66r立、ポ111と

予算の規模、伸Uωなと、深山しだ成功例だうたこt;:i-{11Jされている

付務〆会予算ノト-i:w会い'llhcommi+jeρ 川、L1::t'l川 APPI'opri川10nぉJ 寺で↑主

ーするカーワン下院議員(J¥:IiKCKln¥出)の以j]もあれ、 ミソションG(i~ょ

11パなポ業利始日に jでにl7ゆJ万ドル門下手干を獲得してい/:'C' ~i~! 2 1fi吋

でi王'，f公間同鈴子主主は 21丙Jj、1":ニ~î:' i)、 19侃年末でに予ら μおよそ 2枯

1: ，;，くれ iがった USSo年会計年度3初日hドル、 19;)7年会v年度G8DOh

1'" }レ、 191i昨年会計午!見 -1f~;28C的行ド jレ)匡立公団ピン々ー数が13;)%増

となったl05，S{tからl066{tまでの調、己主11日改良子，1"lは 4倍以|になった

(1):''ジケ 主主は57001]人から 11宝33C的万人¥悼力11し、設備改長子主主は1400

万ド 1しから的00ノう l ルへ増額しナ)， ミノシ己〆 66ぴ〕丈めの長終的 I~~~

f封一(土、，[:)よそ I()fモドノレに上ったし :lO以)マイ}しの道路が建設・再建され、

I万7UUO}) のヰ γシプ場所を含む575のぞヤンブ坊が山えられ、 535の

1:' ;i:古市光前拘 w-:3) ;-jZLif 
l:0 CI礼了点にnd九cCooLS:-，clJ:.;;n只()urtlH' 1下rγ刀lll，slIpra n.5， at 7:i 

ー ~.Û、 :):A"3SP;)虫)1 宅



戸?古物司'1 回Lこrミ図にお :1 る '~~!;~1毛 利用・珂吋:::n 

水道/ステム、 ;521の下水Jtlシス r ム、 2'?1の出UJ:-ステム刀、て設備され、

1239の伎会・察.:~-þ!:手が建設され、 2 つのトレ v 二シク斗ァンターと 1 1<1

の!インタ センタ』フうえtてられたほか、 きれないほとの改丸が行な

われ丈。また、土地取得 (:antlacqlllぉitioll) によ，，て、 300/:J".J カー

カ$￥公国シス、デム:ニ加えられた}

ミソンョン66の成功;土、 1，1，'1公|制局が自然保存 (prtse円 11011) 目作主

主後泌させた右~--ftへところがんさい目。治方な森林局のオベレーシ j

ン・アウド rアス(J、ミソンヨンGGほどのぷ引をi寺られなかった〉ころ
L -C}i山手ドレケ '1二 じコンば策の二三導権は、主j立公図ねがお Jていれたぺ

何千1林のレク '1ヱ ンヨン干JRi:ニ渇して、 iがll立、オブ口 ド辛利用の

急円きやスキー場建設f 一千とう深林止\(/'J ]tむ響7]守山題~~されておりへ

~: ~l~ :t-:J も試みムれている吋

戦f迭のアメリカはまだ、 な{十 rd土手i?の比一誌や、急)3に学長官 ξ臼

部のヱァ、ルギ -[;;)衰をiitたすために、森札を必君主とした。こ.i~_らヱスカ

レートしてし、く妄訂;、 μ七、えるため[、森林日:立新たとに持伐政来をつくり、

森林伐採の度合を劇的に加速さ什た(しかし森林同のひどい己ft:'人践に

対して、アラスカ川ヤワコストヴア ジごア川の裁判所での異京ljJ-l'iて

やそンタフイ'，¥の連邦示会況を多招きながり、批判がよろくなっ亡いったロ

197~年のアメリカ・アイ 4ドゾク"ウプ ;L トン H f1tワ工 Ä rγノージ f 

七五社対ブツ連邦第4巡i口|裕司十J;J，:判所判決(，¥V:_esi¥'il日i:lleLDivlSiclll of 0:じ

l.zaak ¥'Valtull Lea;;-ee 01 .America， ln.c. ¥'. Dutz， .:522 F. 2ci SH3)でおL判所

f:i、 ft材、同の1897午の治、tケ刺殺法¥Org凡 1ι 戸 ¥ctl rf('晶杏仁、何々 の木々

が完封i前;一 1Iをつけられるよう求めることで、皆伐を週刊i長会が効果的

[こド;Jj1.、できた〉認めに、ピンショー((河口ordPiEChoL)のような全苅全

】-----}Jでダ リ〆グ(i)arliム引こアイト〆 CElchhorn) 之、拝中、同心1:'{坪

l旦mを「刊す公司ほのきれと対ltさせなっーら、;r司す-Ji;~をはが:主人なりとよ主コて、

森林記(土時代の志望勢 Lすうせv，~七政治 (I~; にはる 7)' ょく知っていた 1 ミソショ

〉出3~よ 1空びほか~l /，"f-也4を保全するいcn以 rV(; とめ n先見のi判のある 5十~守

集計J<j1 こんか、いりそう徹底的な侵入ト羽子批判と汁'J刷を考え/Hしてしまっと

~う:二当わ ;lLる j とが~/<ニハじlark仁 aèld l¥lcCool. SLlpr2. n.5，ニe73

~ I伶人光 a前t月{江'j);-;21;当ん

:2岳山氏i色・前県内土 (ij :-)C6~'3()芯見

二日誌5')(4' :l8:J) 2(067 Lよ36]
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能ぴ〕苫が凶有林を管理する森(})~.トテ{-(i;t 、終わりたじ連邦議会も型民

ももはや、寸ill限なしの主主主任をイる森~~~売を幻1 自 tるここに白{日がな

刀、っアニペ

こうしチ lJ2紛の、、連邦議会(~1976年に1'1有林特起法制日Ljonal 

F¥Ecsl }fa1l3只Cl1lC川 i¥.CL)を採択Lたハ I{jII， iJ、;菜拭J11のJ主林管理車業
と新たな'1物多以ft{-最ノ沿っヨ1\'1 実 ~~:ftに封じ亡、はじめと明1:fr' な工芸域 i

の乱限を誌lた 1990年代ぶまで仁、森対l弓〆吋司大;フモ i高は50%以 も

十落、しごきてい丈うえ、体j芭 (LiIII bρァrOe;C;) 往設費が年尚子守をめぐ

る平いのなかにあれ、 j早々邦議公までもが、 !t;~女子的寺市が森林，I::~Jのは策

7ジェンダヘ組み入れられなければならない二こを認めがめていた。現

イ?で!土、 JE対応の W:*c.\'~わたるず見台前向用 (m:l1 Li ple-l:se) の伝統 ð~、

B:いうちにた心生熊学sS管flf，'iJif:邑主主系におきカえられるだろうことも
指摘されているコ すなわち、 190511ーの52海道系祁お創設「十かf):司ねを

主配してえた、功手:1主義のfc¥企アジェンャーである校合的利用が、車へ技;時i

や;mえようと Lているのである、

(2) 箆立公閣馬と土地管理局の関係

i二JjI，管 Jト手同 (B:，M) 二、 乙億出口口万エ ヵ の、将来クコRi主が指定

され亡おら「、ァド;だ{哀悼されていない同舟他じ):6型に責汗があ心。それ

らは主tして、阿部il'Jい:Iアラスカ州，-イEF7寸る計Hこも求められな

l、|封(l:Ul出r.o山ldy¥¥凶ted)，とも剥与れる 地管理i可管理丸luj、

7E円的のためμ仇のん法三化問ゃ桁定が行なわれとこなかったj主邦所イi

地か円構成される

20世紀、rJIまで、{-tbW0れていない国有地:よ、主部の入組や開発を促

1仕 fるための~j'Gl事に和Ui iJ-~ることがで主 Jこ c R'T1J院がi服されどしない

L地l土、国民の共有凶(，j)ub::口 ommO[i:，)ド討する実質 U'11tな 7クセ

スを享J;Lてしる、 JIl:jじめ牧場経 tt~ や鉱山業自..でして開放されたま

まだったハ 1D::~~~ .LTのア ワー肢は法 (Taylo ♂ G~.azinヌ J\ cL)は区有紋牧

地の出市:1を始めることを古文iしたものだが、 1"同守可J法σの-"忌屯足品11絞えでさ

の牧ふ為品《毛t営ぎ苫たち;は止口;什fたち古マ土書配コする放牧E夜E引|問可2妥主主員せ会 l氾r;ユfZ1Z孔1:1尽 '¥c吋d、IS
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戸?古物司'1 回Lこrミ図にお :t る '~~!;~1毛 利用・珂吋:::n 

。r}Bo乱べJs) を通じて fi，然2してこれらの土地を効栄i刊に支配したハ

うした附史を考慮 tると、 よ地特対局が三三い封、これらの保刊されてい

ない t-^jl~! の一れな受益者ずあゐ同部の牧場経営右干刻、 1:1楽右にふって牛耳

iつれているわ政機1);1の民型であるとみなされてきたというこ rも納得ご

、停
」

きる U

lD76.;-tの法;p:¥'[.fJtll;，政策特阻法 (FLPM幻は t散符開局に、 M 初cフ

五位|力な科↑静i織 iの特権やUえた。すなわも司法は、重大な説7査 の

懸念のある泊減 (are<iS0; cr:lical e:n:irO;l日ent日1conctlι\C!~:Cs) を;日

る権限とともに、将米起こりうるり fルゲネス陪むのために白日の

れ:右 :t ぽ険討するぬ阪を/守めて、 iテ-jB{t;な資涼仮設責七を i二 ~l~，FJ~可 lこA

Lた ιi市11¥;土岡千j地の J恒久的保千{，ト規定することに万:えて、国有地

に同寸る土地管制，I~J訂正1を管1唱するための明確与:複合的禾11m見を碓立

し、包折I1せな|地戸凶.lL索ブロ {cスを創設したc 析しし¥FL1】MA首恐守、

制I!土、 i 比符当局の従来の~ì:牧 J忍鋭、政策をよ符する者たちには快〈受

け入札っ;fL-なかった、彼ム:土、凶郊の保守的とに州権l!_ll復要求運助である

Eもぎり反乱 ¥Sι伴、↑ ushl{cbci-:iuれてに、放し、そのすぐf々にレ

ガン lD叫 la.ldRピヌ3n、:政I~ の~土l右耳1悶治支持のアシ J ンダを檀額約に支

符た勺けれども、クリシトンl.Bi;1Cl inton i 政憾のl人Sl'1J長官〆れf、ノト

([{rIlce Bahe)it::Jが|地色玉虫局を変革し上うと努めたこJもあり、

管ょlりがまその政;えの方~.jJ を劇的に転換 L ていった パピノト;止、

:/，(1主改革荒引を公布し、 般採JitU、(Ceneraム':'v1inIll，l;L:nv) :こ現ずる行

政改革を遂行仁、 IJ杭管非同のウ()レダィ、ス検討十年阪を官、太じ、同ほい

初めて L: 己念物公開\\:山川社:ヤIOllllml-~[tt~) 歩色起する責任を ~l L た ~4

匡立公国んjζニ地管;:Ilh~-l ~上、ともに|ノイ務需に託生声 5 れる連邦11 ，1了であ

/，0 0 日然保存志向。玲I'_!¥'r公|判局と校校.j1'紅など関係点;GCワキ散衿湾局

の冨右地当涯はぬは、 {t再fしがちだ勺たハしかし、クリシトン政権期間

を返じてれなわれチ政策改古つま、土地符理局に重安ういっ菜 t_:な日然保存

:t:1旬の主任を 1)えるとともに、生熊内政両二を確与Lするこどをロi 自~ ~こ L

た円二とで、ーコの連邦官1;の成後元経l主将;午:1されつつある c

川
凶

し
ず

F

な

h~ 弘T_ ，-j号

lc: に，， ;i!;40 
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しかしコエヰでは、土地官J~P;:t} ，1}所有地のレク J~l ーション利用につしもと

も、オ ア日(ド車利)IJのうJ啓(..:J るヨ立九>ji":l:えの Tif~イ己治宝懸念されているこ

州連邦レケリエーyョン地域のオフ口ード軍規制

④ 規制の内容

lD80 年代以降のォノ U ド牢 (Of工 Road¥T出日le;切の衿ノ!JiJ王、多くの

レクリ工 ιJン訴王、会引き起こずごと(なった J 人々はもっぱらレク
)T-~ ゴン目的ご i主部所有地を訪れるが、そうする“怪手Ij ¥，"j記hd"

は主主J議会の荒刊、あるいは権限を守えりれた Ij:i!'tO'J明f丁収機関の裁辺己

~1 i) 消しで失る事なる ~rl:-I:J (Jicen'，e) に茶ついているに Fさな¥，.'0 Lケ

1) .Tーン Jン利用の急i目l土、最も人気のある池域を寸ーパ ユ ス〔忠

利札IU) から f'l'設1 るために L ク )CL~ ンコ/体験を制 ;I!する去と、新

たなタイプの制iU{の発展を'L~L、き f，_，レク Jエーションれ町内制限I;t

般的には、以終手段と考えられている。 :[;111摂政策こ[e山アケヤスにも討する

?よf叶権手めくる土1;1:土、オブロード止やジ L ソトスキーに悶Lナ最も深刻
J 山手プ

、の心 f

オフロ i干利)iJの半数以上が、 1';地管理}Ijr什有tlU二て寸了なわれてい

る。特に、デJIj ブ万 jレーニア糾;;~?; (Califorr;ia f)(出口t)~7でのオブロ ド中

利!IIが{殺しいため、 |地色ミ重見は ;970年 Cr)連邦1汗布地政策せ理法

iFLP¥T ¥)の迫過lこが )-z新たな管上1'1主11::を得るこ iになっ
法h、東海l...，...:では、やや異なる法令上の机郊に基づL"，てイブロ iヰ7

規制叫が行なわれといた J ここずまず、 T託部の王1¥'l.i;悶の思リ」ヰ概観1/て

おきたい 束 ì~lí の i 仁-\'!公開への関心は吋初、!-fJアパラヂア山脈

(suuLhcrn L¥ppalacLi乙llS) (.こ集:'1'1していた ;89，)イ?にノ ス右口フィート

~6 オブつー!車こはジープ、オー J ハイ、 I ，LI柏駅動君、スノーユーピル、マワ

ンT 〆ベイクを合も u ヅ寸口-)-..;市は2.96U守二代初めに 般大京泊費芸市場に道

人ちれ、 Lii:..:.ク〕売れトけがHJiO年代に7川方占1:1に 1~)7fÞ'-ドには 10()()万台にまで

急j冒L!;， (時間I目前ilkillSr:!l<'llld L~shy ， Frdrral Pll;jJic Land川 d!¥l引川Cl':-;

12_¥¥ ドiftl 巳clitioll ドOlllld ，， ~ioll ~'t ← S'3ワ 00:;) :~t 9尽汽

~7 ブスパレ 凶 F 公出(Dc3 Ll~ V J.~lc Ì' Nali(l ll J.~ P 2. r~d ベコブスパレ 凶 r記念

物公i草J(D引けl¥ldれも下山uiurl:ll¥-krl¥'Cwnl) 令どが7マま丸るり

:8本和与右 京第一節 君主 rl~-

12開J ー ~，Û、 :):A"382) 虫)6~
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持!日:協会(!'-Jc:rU:CaroムilleiPγC:::iS ~'\品川a~lün) が有ヤ〉ベ ンにま[;1Jnし、

犯にも多くの白然保議1c:J体がl，c[ti玉、除iZIウ;生動に参f止ずるようにな 3

た^19川)年と:901と μ、子才、ι 州と/-人カロライサ i川̂，c"f号、/J~~"

もしくは“1'1右待"を設¥f.-4 るィ玉栄子提刊されたが、“ i~ 京 \1山 1，:;) " 

(~・森林\lûrcst心"のj品r-.{，:;-ゃ 11J~~治主[1円されとこともあり審議lよ員長抗 L 、

東訟の↓b_!\'1 公判に対する関心はニ γ イ〉ノ/ランドナ4ノら (:\~p，v Eng!:u，-c(i?9 

へと停っていη たし むよろと、 9ο郎詰午の古物?涼最イ介r→寸t法!士当 (主U切1泊ltれtCに IIは山i

が長好子刊都:合:にこiは土プら Uいミ吠丈、 内部で慣行する文化云Nj破壊 ( vanda:is花ノ や

考占ι下j白川、仮収;こI古oiL ̂(きた l半部:花王JI止、 令衆~式市によっ三両 f~.

きれる，1ゃにある、歴史的なもしくは(-5史以月1の注到、・記念物、あゐい

は古代の物寺、盗み、 ;[1ヒさせ、 tW傷をヲえ、殺壊する -fi-;J人」も訴すゐ
ことをよk~ 'iË -'J る L.;~;担保存法を通フ自させ、大統訟に I_~止のT:ì己(:ょっと[そ

のようなJU[[(，，，にある校史的記念物、医史的なおよ r)'有史以前の

物、 a史的・科学的I~心の対象物が e 同家の記念物であることを布合す

る」権限を守えたヘさらに、それつの!地が私時Ff有権を主投されゐ

場合、|ノイ誇長官は贈与以ifts) シしとそれりの土地を受領する権浪を与

えら礼だ (34S十:.:t.225)ことが、モt巣約にはたらし ιた口こう)て1916司、

口 yクブ L ラ Oohr. 0. Rockcfcllにけの財政援助の下で管」早されてい

た日[的。五一方 の常かされている地域が、 7寸l司:Rfft去と:たのようなポ実

百f七回二年二づしぺ出立記念物公園としてウ J)レソ/人主がti(¥V山 C:'O同日i:lson)

に認す了与れたu

1:"その〕烏[マウン hデザ ν 卜烏(_~，'r川1t Dcscrt Js;and) J土、 {ァミーL

~J:.. }レ・ドフ・/ヤンプラ/"¥.S:-ll!:ut': de Cll川 iよって党三された J

ドヮモン.:¥(SiCL;r dc 11on~s) の権威の一、シャンプブンカヨ!{I のごコ

イングランド i4g:I'，::¥:.Je"¥¥' EE只laadco孔おじ をはKr.守口貝した時にその島

lニ最初ド i陸したが、そ引はよし ι(二円安!と的関心を引く探検でありすと児だ行

たd このト[す記，2;物公京!の同点内 l二大::';Ir~分が含まれるその島のJ也勢戸ぴ〕形

~;i .i'j時、ニユ 「〆ゲフ〆 :<(1)えインナ何年.Fi-去にあるマH ン十ヴザ鳥山I:)u叫

)l'SC円 :;.;1ぉ d) (1;問先問題がノL し追っていたという苧怖があった

、Davidi¥. ...¥(lacls， RCl日れとl、 1~' R('~， ourcc Po:ic) Tトc1 日al-TnべLilul:on，:l
fü~'nd日tions ， Js:日1:.1P;-ess ムイ川市!at lDl 

3
 

F
勺仁の乙部

1
日せり5
 

ワずfJ叩 ~'!401 
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状、地質、動植物杓がまだ、人いに竹下的関心をヲiく SLaL 1791)、

このド内記ン氏["O_[，.ti記念物公|取I(Sie'lll" dt' \Iorlt~ ~ati()nal }，， ~()a ，En日t1 

l手、南 ，'1，:7.::同局初代局云マザ---.iS:，r'l古川 Tyngi¥L:1 [-;('1") の 0，~い要望もあコ

て、 1919主 l戸:¥T公|京11 なることがこ主丁目渓会rtっ されナ似コ

!:{;jアパラチア '1BI;(での匡￥ f入国の設￥ i土 i"Ëれていとが、 192ぴr~t)]めに

ヲヲ務長:白'7 ク (H¥;bert YVo;-k:l によってfl命t;1.した 5:れから .hxj~ 南ア

パラ子 TII;Hlì(~_ú: 公関委員会 (SollLbern Appalac:ilan !¥:ational P2rk 

Con;mi日 ion)iJヘrq立公医用地を剥官してい犬 。r，'1立公回;:地と Lては、
500平/JマイルというJiil?iおよび次的ょっな特十日がよ止めりれた}

， 1 感目立ベせるよつな浅景と舵カドドJな細部をもっ;;1長胤景c

2 毎年、数白刀人hのlイジターたちがアウトドアライブや、混雑に

zニる混乱の心い}コ然とのふれあう尽rtを享受ごきるように、十七、に

広大なかっ姐1与できる:i8ii!¥i:

3 花、そにて菜の|にかかる絵のよ与に美ししリトさな

滝ヤ大さ公滝がある，11の小)11券会t，[，)子岳地戎

4 キヤ/ブ'J¥'魚釣りに宇p百「きる、水がfう富な5ミヤ小111

5 さtltJ&の野心 '-1物を保蒸して宵てる機会と、初;明日百i1J吋代lこはιオし
たような南アノ《ラチア;!rlJJ:cの優れと地勢を保有しなが%円仇博物館

でもめる統体ι

6 鉄道や進路によるアクセスの pJ@'I'~" C: 931ノr1 H"九アパフ i--r 
:lJ脈1"1'"公開主主n
速に議会(:i、ンェーf-:>i< T ['i1 \~!公河川 11Cnando2h "¥I"↑叩九:P，rk)、グ

レートスモーか-LI脈1'1''1公開¥，CreaiS:IlO[， v l¥loll11↑山口ぉ NalioJlal

Park)、マンモスウ ブ国立公~ (，;，，1a r~;.lllùlh じavc ~aLonsl P:F'じにな

/0下定のtll;，岐についと論界線を定めるよ λ内務反f白にfE小 L、 !北九月，1寺

川口:1lliS1tiOlけをすI1し進めるための↑地キ全設の叫与を受ける、と争足

認する、 192;:;拝 2月21H法 (43SL-lT，. 9おj を二塁j呂させた。しかし、 7

ハヮチア11ば民の公園は依然Jして設立されておらず、資会不えが続ぃ一、

jl Idλ:: 192 

次ヱ1色、アウーアィマ戸j 、'C:';'.~l却し1仁川liλ N :LioJla]づωU

':3 David A， ;h~;;司]芯芯Uワra 1l，;-lO. ;" 192--1 ~ß 

ー ~.Û、:):， 4.38(;) 虫)62



戸?古物司'1 回Lこrミ図にお :1 る '~~!;~1毛 利用・珂吋:::n 

"え.:~ I ff:H {T-にj茎lこ、 i主手目設会lょグレートスモーキー11点区立公患を飢

え乏し、 2千長にはシヱナンド7I:1'-!-i'r公|浪|を創設したっしかし、グレ(ト

スモーキ II:ml~ 同"公南!立当初の予定供りはるかJJ小規模なうえ、::t;; ¥I 

公同[ノ;JR布地その他の権引がり主存してvげ cそこでt年{主;P連邦議会l土、

グレートスモーぶ一国立去図のなかに伐っているニ地のJT)(符のと吟に、

7，)万3265.29ドルをわリあてた。

判例

lDb~バ↓の二 r イングランマ保全;よI'ftl':IU、へ土、l 内務長Y';沖邦第 1 ;~<lμ 

T反れ;，~子:J 月i'[ lj 決 ¥Con日円、'ationLaw Foundatilll: of i¥i刊 Englanr_.Inc

CLr、 SeCieLa:Y0[' Lhι!llte-:ior. 8G4 F.2d 9:) -J) i.i、東部の同 J公閣に

おけるえ 71-1ード下fhL';IJのモフルケースレしえる， li'l立公凶んjの 198~:;十

長本計図(，19o5!-.Lmar;emeEL Plan) (土、今 7、コァド巨JL海岸?と図

(Ca:-::c Cod '¥，l"cion::d SC<lshorc)ごのオフつ ド宇の:I;IJ限的利用を i認める r

二ヱーイングランド保全法nJ1，:1法人(以、、 CLド? とTる; 1土、 1985

-;['ih自に応ゾ〈者プロ ド宙利用が、 ;9G]イ?のケーブコソド国立山長公

LじapeCod .0iatiunal S<:a~hore Ac仁 16l .Sじ45gbet ::eq.)および同

有地ょのオ-;tl ~ド草利用に悶する行政命令日引 cetì"\rc Or 出口 l1644

号に定反すると下]にしたっそもぞも j正¥!ノJと同局l土、ケープコッ :"Itl;'iiii 

岸公辺での寸アロ Y平市J)討を:[ilJ1裂する、 19R11;恭五ct凶 (19fL.~Aall 

aバεmelltP~all) を -:Í'~i十れしていと也九 198，合日十自の l、明:よ、あらゆる;"LH 

ヤ↑よ凶(↑ dalf[(lts) と均水性がぬ(sc:l↑れ川北京j でのオブ口 卜

わが禁ιされた J 営業川の砂戸1-.:7ク/ーと同{下昔 γ上って利1'される y

クセスル 九そして緊令ill口i路を除いて、あらゆる高原地l~& と砂丘の

ゴ スもまた、ォソ U 卜車走行が禁止されたo 1981企言十l金|のt'H同校、
付ー
ノ
プコツ戸国，'，海岸公園でのオフ口】 k'.bド:t行はかなりがえった、

CL]"は、 1981主計仰lσ】実拾の禁止を求めて本訴訟を提;起し丈〈これに

はLて地方裁判所は、予 つコ y ドi豆半公閣の也の保政される利ifJiこ閃

Cj， 1&，)-j J批判町によ。と、 Hi有芹地域しのオ'"ード*干1)!Ijは、 1951年にケー

プコット同ヴ海岸心開刀;I~;t-;'1され t"'-~:;時のん以)戸から、 9'7~午の午問およそ日泊(1

一、 t"::C ~ヤーノプ，;ゃい
L..i ¥'-品 、山叶，~ 一一

二日誌 S()(4':l7D) 2Cf.l ~'!42J 
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して、オアロード l十1'IJ)lj刀、うープコ yド凶立海産公園法に述べよ】れてい

るJ:J)に“遊切なこと共利1，' Lppropriate pllbl~c '，1町というえ認を{持

た子かどうか lニ閃する迫力"的卓J犬P認定のためト:、 a別立 ~I 丙 2争 iλj務長令

l ノ;~:: ~，}てした。

1 fi8!:/i'r s 耳に、国立公園J21よ、ノf ーブコ F~~立海岸:'-~~還での寸アロー

ド宇f:JIUをさらに市I1虫ずる、 fi'b:県三本計i当I(A ，-n tarl吋 \1江 n(-~ilelll f' nt PL:n) 

ずなわち 1985午基刀、町会択したυ そこや CLF 土、 19ö5Z~;1 悶 F争当

うために訴状を修正 L、正見方が→)-"')ーンヤノジ ~~;urn :n (~ry judw:wnt) 

を中:__J1.T た。:itrlJ裁斗 Fh: 土、 l~tlJ .Í:十日 llllil をやr:，!X するという内務iどれの

決定が、ウ ブ「ン i司iri骨il-:公日r:法 7的と、おりの海山公l;立の;1主VJ(士事4

用に材日lうすると判iJ，l、従fIらの岸 __{Lて争認めたし裁判'JiV'はまだ、 19初
年吉"自lが「実漉・ 1也引きれるにヨ〉ナし1 、海j-'I':-:i~図の生熊系を効来的に保

るし、海岸 j-~ 困のとさタたや [l市長、主的制怖に芯く{下fIlしな~_ i ~と認め

た。そこで、 CLFが 1ナニロ

ナ空訴裁判;リi:.土、ケ lコッドヨヨイ/海岸公罰法 7t百 ¥:0l .S仁 4S9b-G(0) 

111)況の明確なえ己山下でl之、ケープコッ γ国立海岸公図の井」発が土渡

戸的に共存できるかっ。姐切な同pp:c'opr:ateJ'!公共丸11111である場宵に

は芦l されるし、同l' !iJ t:i:~公回の悶党の公司切な?主 ;1 はなされて ν 勺λいとし

たっそLでい，l'刀¥1合Gi)年目Ylllrf~二基づく 4 ワロードヰL利!日は II ，Ji毎 J-/:公

湿の“適切なや公共和J)エjではないシしとi'!'iiij差以を主張するのに対して、

1985 ff計山を採択するという内務長t¥'の決:'c!よ去昔、il'rc、恒和できない、

、同'hIJ~土、 J失のよいー坑~f るハ 〔予 ブコ'/F f=F.:フ]海岸公開が}~主の川、

想で恒久的に保存されるとめι、!庁長の動植物十ドベコfJtte 般的な '1 杭池珂去を(r~

状，C;;;~(7) 保存、あるいは内務長官が桁万二するう i もしオしなì.，'1}2-跡地ゃ Hl史的建造物

心保会こ A~r(七?るか 4、し引なし、ピジターた九円i更 '1:; のための問誌や吉;"]同;土希

子されてはなムない:内務江r\1J\;阜、す見測点、展示え&~，)て、 |τJh'o)'来しみ

や庄解に〉って主主 Lぃ弁思ゐ工うな枠 どスを促供すζこどにより亡、同海

1-1-'公園えWjケ プコッロの行有のUわL寸、千'，1'1史的、い手tJ!rr色に|唱する区民の楽

Lみやタi1!f叫をtIf.fj~ するだろうという会行で;さ ν に、 1)::務長官ァ;ヘヰ守二-p水

l水、 +;' ト、ヨ，、社民、旬、約1)、史民lへ:111..1世史的立造物、ケ -~/~j .~ドグ )1 ，

タ人的な特色、 1" 悼の出上京の他の活動「、持~，"迎応できると思うぶろなIflji'み岸公l-N

の 戸1:を、 i自切な公JI;f.'Jrnにために珂発〕亡もよいといハ条11で Ji'ヤされる}

ー ~.Û、 :):A"37S) 虫)!ìO



戸?古物司'1 回Lこrミ図にお :1 る '~~!;~1毛 利用・珂吋:::n 

よ1国の活用 (aγbi11山'y'， CaprU.'lOL:S or山 abusc01 discγcl山11) ではない

乃で主持されなければならないとした地布IJ什IIF:守n決に付言したG また
CLF i主、;人n事f王将が検討，~な行ればならない非日;重要な要素は、て子
怨される利;IJ料iIJi毎日i公ド討の従来の景削イ1:li笠を、}るナろうかドうかであ

るし、 7節の l j11在の状態で保有される;というえ口 U:、内務 i-~: :1治、

ん ブコ ~'-i:L: .，'，海J;!'公1"1法制定当吋の次態から景矧を変えるかもしれ

ない同海Fi公閣のとんな問手きも認11j"-:::-きないことを邑味すると王摂し

た J これに対して控訴裁判月r¥土、 J郊のi円円な文言や常連性のある立以く

史のなか;二、う~プコ y ド目立海岸公図;~j についてのこの解釈を内務j、今

'主が強いられなければならないと総信きせるものはl0Jも什在 3〆ないとし

て、ケープつ f ド国¥/，海保公閥次 7n~:，基っき治1)J位争点につい

らめ'""J--/1) :.-ヤツジの中L立 Eを認めた、L白方裁￥IJ0i判決を立五J' たr

またじLF 士、 li] 海岸公閣のと法学(>~ダメ ジゃ実拘0ii:告の下茶という

舛 Lじで、:[致命今116，1-'1~_.~6が被 ;ri らに、同海日公|到でのオつ;-] . ド由

利用の禁止宇治じると宇~ifZ ~た、 これ;、ぶして泣訴裁下];-~r'!'土、同 ì~:! 干ノZ~

~での規制されていなしすブロ ド平定{J'はlfiJiiU岸ノむ湿の山伏U'0あるい

G 1972i:二の行政命令 (EXt;Cll↑山口γ〈灯-::644 号:ムユifl~j:i芳有均じのオソ口ー

ト市利用刀 F 伺有地の資源保校、同右地のあらゆる利用者にちの'ム5さの色及促

進、国有地の折々な示iJけ者 t: ちの問のf如実の最ノト :;J~1こl'司許しと;::'1 札ばなら

なゾと対17己する l 行政~fJ ~Tllι判号 3 ぃ 'Jβ1 ，さらに行:r.7j~;令: 16.1/:号2.'川良:土、

「件1:I({ I~世間の長沖、そのようなぬけ!でのオフロード*和jJlが向扶 1'1') ， ~i力、

安説的↑而伯に岩¥作:-11しなしけ、ろうと刊ト「する鴻ft」 lごの品、オノ uード半込

が河-ti公照シス子ム日域内¥'-I泣けられるこ〉を命じ{) (行代命令 116':4岩::;1Q，¥ 

¥ 1 !J即日れは命令11βCJ-4号の!日77年特-'i.:..'-Cある、rrr女命令1~(18U 号はさらに規立ずる I

:A~ 務長官は l オプ n~ ド苧0)利弔カ、 l壌、市'1、町!I -'物'1宮地、 1'1，(，地。Aj:

にユ山IJQX'j，'1にあふムムイLI巧.，'!:t:史的資混じ相当な:r;;;"，s斜 ¥ro口、id(-'了河blt:肝円 l川

cJJcCl引を引き起こヲかも νれない京、るいは引さ起こしていると'!'H討すゐ域会ーに
はいつでも、 そのぷ二i な?[影響が~U、されてきており将史の再発尚之対抗ブミ泊さ

れてきて 1" ると判断「るまで、そめような幻警を引き起~L 七いるタイ Yの寸ブ

円 ぞ古;こ対して、その J つな 4払f!;~や涯の，lj ずを自ちにf了、 il しなければならな ν 、

iイョ政命令11644j}D J，次にこれら(l)既定位、うーゾコ y ド[JJ;j海岸公

邸去 7節(':)j::えて、河岸公iふ1での寸ブロード宗利tj:j 関して内務klずの裁羊か

:;:J限 Fる}

二日誌5')(4' :l71) 2C三り :S44J 
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~;_t l:i~~li!の(虫イdをかなり 1~Oかすかもしれないが、 198;)1:Frilt出に基ついて課

された制限は i分であるこしとc そして山陰になっているのは、その後

μ杖択・ヌ~ÎJfu 芹才して主た規制の Fで、れか重人な 1; ..![~予約ゲメ ジがI1

じてきふか Y うカであると Lナ c そのゐえで控訴裁判所JZ、1981主計:自|

の採択前:ニ lil海岸公国にいくらかの生活，~~i. 的ゲメージが止と口、たかも

しれないが、仏ーもで以後、ォソロぃ ド車利JjjはIcliiIF:"公[点iに車大な'1，態 J子

内ダメーン宇{りも引さ忌こしたここがないとしナ、 i 泌 i 午~;).IITITおよび

19S~í年計l仰に年2づく生滋系仮設しi)争山1についても、地方裁判所を主刊し

手、
k 

2 州行政機関および地方自治体行政機関

連日政;1'jはfi'i有地をιfまにえ配するが、阿部品川(鴨川tcr，]s::atc:.J :-~S 
もまた確立し..C"、る!;!;;1'( (>~ {'ii :l:事項こ投策内検討に参加する v にで辛1;巧有

JtlJ.1'ます育部百Jト!の|草地の50% JEcくを，のているが、これらの州は問自J占が

どのぷう;、官浬さす1るかにつし川戸大L寸、関心がある 国判士官Jぴ〉地ん色を

掃する政治傾向に対して、~土-;['-(よ主もミs;'U)反乱(汚時cb;'u沿 lHclν11;on) 

や“封切な利J;;" )~:;ザU (Vv'ise t;:-;t' move:::!tellt) ほか、非常に多くの的元

イιンアテイフによる阿部回有の正文治運動がLL!二て主たっ内務長官ワ y

i"' ¥": :1::i何日，土、このハ〆クグラウンド(j)白身であるし、内，"，1、の政in

家た九のほとんYが伝統的立牧場料常、 J3RS広、伐採産業が似ますかもし

れない政治的圧)Jに対してひとく i状感である。

F可常持付1は売f任に 河{;"，:]iJ，政;主ドワ~ ，てかたi)}、主な権力ャ~;響力合

jJ慢するじ I!Jf日1;;Mil'l代去の川会議口大:乞(土坦司"長会のなかで?、時代注れ

な187吋|の 伐採釘:i'よ (GC~lC、 a1 ~Vlilli山 Ls\\') を改正 ~j とする取り

組みをし1つもkjjhーしてえたい絞り)!7，されるI/tf支条引の修II'_?X>Jとをかわ

1てきた 日目前者川は l分L宏子I Iた法的符権をす史しつつ、固有地 i

のlìlf ，*ß::~物仁つ l' ーァ一 次的な麦仔を免vヘ水に対する主配権も十張でき

るハさらに去の最高位、苅条ぷ(出uprClll;:;CyCl;:;.usc) と声高官1しながら、

つ C()釘mα引1印η舵S人， ¥¥ム1似kinsoム:'.a山ム:'.dLcパcsふム、， s川up判1
う治れアリ、ソノ;'十ナ刈H、カ)フ tilーア州、 コロラド州、 アイダ」刊i、壬〉タナ刊、

永丙 7 タ品川、←ヌャ メキシ J州、オレ了/州、 三し夕刊しワン〉ドン什':、ワイ寸

ミンク1+:0)山部II川ハ

ー ~.Û、 :):A"37P;) 虫):J宅



戸?古物司'1 回Lこrミ図にお :t る '~~!;~1毛 利用・珂吋:::n 

J~史手il誌会の張本政訴を rtl~)-と L ない Mi) 、山部諮+1'1;止世荊;バ有地上で行な

われている多くのいJ訪を!Jti!;lltるここができる。

辿抗議会は肘1原がない)-~詰邦命令業 í[('(1ハt";:;lm;:;nc:ntr bill) 主採用ご

きたが、何!j:!-;志 00 な連邦資金提供キない i京十)連邦が悦<~ìljする法ヰ l 寸!J:.

う義務から貯投与れた}そのとゐ述邦レベル的立話、lよ経<JJjわれ、水史、

版記'1、.1;7:校政策といった分野でi上川が桜じていコたc 亙部，M'I';I:
ノ干 (w円 LeraGo、rrllハIぷ ¥ssocょ山0[:) まlSl9:J年代役YをjiflI二ど州

協定〔仁川1¥'("ll tiωof th巳States) を求め、 Ir;有地戸ぴ〕天然、資源論争につ

いて九tl!元の決議を七日lずることを吉凶しと 民の主主治hi-[EI:J、“コンリプ

ラ (En]ih~-;-~) "をJ采ノ弔してきたη ヱンリブラー;止、 f¥女、 'Utb.iland! 

rj(を{呆二品す。ための J主の 1卓司:Jを意味するもので、パラ〉スと責務

(sLc'wanhhip; を義和I{~~るもの 1 して荷主:品川のお|事たちが考えド!?)
才、，. った。このj司き:士、法半|げ〉繁栄rf、思の崩壊とともに、岐部とトH

の|謁係の，i:J:時代の1克明けを示す変化を間4かに L亡し hるともお紛きれ

た この変イヒを剖j-:tJf，:有!引に [vi~' rccntbllCf1旧日:t)という 75えがのなか
で Y らえて、庄有lfuやベ然資;)~t:こかかる烹思決定の不'1イメ;な引力、J手な〉

た悼民参加ブロモスが剖;Tt了共引料理念:のあらわれであるとの分析もなさ

れた p郁 I1共和制が、円11，人民 (thcp~:oplc) に 4 る規則、 dn:+. (ciriz心ns)

IJ って実捻される市尺i且~!l (灯、 l仁川 nllりや主枕する tf~ ね制の統治 f

ァオロギーを加味するかりであるべ錯綜したべ然資n，~i論争を解決するた

めの共通見、般を見いだすことを託された地元協:liJのイゴシアテ fブが最

廷は激増していること b、おIU対話の次ぬとみる?とがで当る

も i二九人、連邦レベルvとはなくナい1・地んレベルで出される判断だから

としもうとけで、ぞれがより国民の芯[2;に沿っているあるいは国民を代表

していて永続的であるということは保読されなL、E しつ.L怖)Jl出におけ
心人規模な生イヒ{土、 Jl:%0~ ~~:練 i) .Ltjてι九施するR?に、 )f.泊/Jの職員千

市民七九(二羽:化されえ決定的なはえらさを与えることになる〈 ι賢明缶

利m 迎動i土、郊の場産主化ou足、 SUprCIl1e;CY) (:しもう話、二三振を減じ亡、
j主J:S所有地行現政策が地元の f地利)!Jn哉と;i!!ij:l:rしなければならない}
い与 -，1J請を支持Lてきたl 同運動はIRl'.て、伝統的な放牧、抹鉱、 f!i:不

り i';OJ.H:'ム B.Kt>ite メ司、r札口 上札t;-:i日誌

二日誌5')(4' :l7:J) 2C三7 ~'!461 
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搬出産業三:保議することを考えて起こされてきたd 他方、現境保設近イイミ

や環境ヴ者たちのう什、郡、地布レベルにおげる政策〈の影響力は咋レァ

はな， ' 

この4うl、達時1-J政機|立!の つである1:1.11/公|可月iよってれちださ

れる国有地の汗然保設は浪も、とりわけ也市諮州においては川や地方の

行政機関の影響力をないのである c

3 地域住民および一般蕗工業者

アメリプ'J~ワ庄iL~ 図は'Ä> ;:6~~.句 11Jであるため、 hJiY-';!すと:点以とのぷ11';1:;

対trのレベルはi佐ノ十的l二いようにも川われゐハ しかし吏トーーには、デ同 d

公関白と医 ¥'f公関内での独占営業 ¥n:OGOpハh) キi果BJl.;三れる“営業;午

J者 (COIl(じsSlotiairc}"に代表される地域住民十 B~-t商 i 業者との利j詐

社立が、 jLL-f!深刻化の 注をfとっ1 きf:，なかでも、当立公凶作iJ1ご不

材業育や牧荏業育との云lj'六対、ょの夜史は L~j い。そもそも同 u 公沼 l与のも d門

業J午 II~ システ J"， [，COTICC出~nu P()~lり) 自体ほ、!日10年のま1_):t公悶芯〆ス

ァムの確立τなわち同イ!の国立公団同設告が、川ational!);lrk ~丸r\ïCC

Orgar:ic Act. 16 U.S.c.A. Sl) の判定に伴って初代の1"1，'1立といi片ヌマ庁
(Stcpk:n !Vfat;lG) によってf宅用さ (l.i七一しかしそhJ立坑にも例え(工、

農務長tiが採)11した規引が長求している斤"Tt-l与る」となくン工ラ森村、

保五、七五 (SicrrμFurcsl[(c山川けよで千ーを Æt'i~~ し C いると Lて起訴され

た下wrrにかかる判決である 1911千:ヵ令系 I"I~十ゲ :J'~ ウド連邦最 I'-'J裁判所

、叶げと ((~!l;tn! Sratcs v. (;dmz~url. :!20 T日 SOG) A;:J、農務長r白の規引い述

y文しナLこlぜなしでコーダン>-:J.、;有吉本 (L:o川 (l'i¥ :(-']1ヒK礼Lio:wl:;'onはj

)iでほ鉱してしもるとして起訴5れた事例にかかる!日10イ:の台京国対 jッ

ツィネッ Jj主jEアイダホ持ベ批お裁判所干山発 (CnitedSta~e:; v. Rizzim，lli 

182 Fcd. (75) など、的在、営業許 "1 市 l肢とそれを取リ巻く問題はJ;Y~

仁存在していたー

地域住民や 般商士三住持シのやIli耳対与lJ土、 10701f-↑に(こ給まるん介業常

業計寸言の参へによ〆乙連日〆ケ 'iエ ンヨシ泊岐におけど心;索活動の大

規模台利化に伴ν ，~i[ぞ汀じする ここでtZJ長許可j制"支とは、公関市Ji!l苫に

~'; h" a.: :~6 日7

ー ~.Û、 :):A"374) 虫):J fì



戸?古物司'1 回Lこrミ図にお :1 る '~~!;~1毛 利用・珂吋:::n 

交宇ぺ)TfL8なシの+1ーどスを提供するために直立公園ん;"IJ~';高学資本に対

して 6ti「業許可 i，elll1白川口、11)"，，'を与えて符理法へ;ナ。ンステムを志、味

する I 初期の営業五干I1fn"(立小規模な家族経営の会計がほとんとで、営巣

才-'[:11'; ンステムの茶本主が"~iJJ業ー官業許 :1 者， ;..されたのも、このよ

うな小規横家族統営会社プメ特定事業をj~占する を予定じ亡し、たから

にほかならなかったc しかし第一次世w大戦伐の公|吋利iiJ者の;罪増を背
京じ太令来じよゐ小規模家自民経営会社の民~正がi完き、例えばアムワ F ゾ

ク社(ミ¥!Fへc][，、tels仕 Reso，"ts;.i¥ ドプンスワ-"〆ドえよ (Tfれ!日
¥Vorlcl Corpoムatioll)、ジ 1 ネラ Jレホス¥干二(じen日三tHosl C011lpally J 、

:\'fCA 社U'v~:Jsic Corporaτj'Jl1 of Al日nc心情など大企業の{7551が、 lリ70'1

il;にピーク寺巡え勺ところとなった。さら:1980年1'((.勺入ると、内務長

宮'I"1 ト (J，，;Il1CS ¥¥，'(;tl) が大企業百業rl'itj者によるfi'i立三三回l付の汽業活

0b:})大規検ヨ手iJ化政箭を推選していのだI 百三長11可シスァムを取 ;'1会

~ 1 [iぷの"U"薬品 wJ"は一五に さき祭 ~!fuJ~ 公企業の特許を君、l原ずる 山吉l土、

社会公共の安全秩1'1'のザ持を判的:-てjLWご)-:.め 政均に禁止され FイJ'l~

を、 m出lじり場台 i 市"古を伶〉て f 科主 4 るここでj~ への九取引 u 白を山内さ七一る

性廷の命令1:1011'1((行為じもり、幌東行込も 1くは幌京裁長吾行弘 lこあたるとさ1し

るI 'AJEl去、 iUtに基ワく l 司のそnτ的手 l~:f'5-1脊 4 何日U(l)均台に中IEや.f.';って
主人::J，I守する形成ぷ」行政行為ごあれ、自Ei決量行為(~-あ F る JlAJjLる。円 J'I!

キ:rI夫衆浴場常設汁 f.:"J ! J政判例回選 1[第=版]市沢)f)年) l?fi頁ハな討、巨

際法上の co~: C' css:on 腕 ~'::">J なわ 1，bI誌が外ヒオ人と締結 4るfijf考契約や桜済開

発|品だとは宍なる忍のこヘめるりまた、従米以 Hつー判的な ~E:\業免許 (b川jI~fSS

licensc! 'とも異な ("η

ノゲランドキドオン河ウ公明日r;lllo仁川llyOll:¥:tL:m】'J山rJd :)'.I!J; 1905午託

尖の名門ホテル三あるエル:パホテル江1'1'0τarHU~èl) 土、 f ムブァ ク

がやトに人る下とで巨大 I~L、巨}常時境破壊を招"た。

，，:)¥i七主引がヨセミァ渓与げ{内'n;I:_E¥j11 fう;内0)ゾジタ一泊設の管珂メトミ|え

去けるや~Wx;2~+~十ならではの点報会突き進み、自宅施設開発 fごとどま ι ず己主十

円テレピンリ ごのfめに Jt:ミテの14にべ〉キを主主 '-C 怪力を増j-" ~-';i~三

に見えんだi 己ノ ドはあまりにも有名である Zaslow三日&:¥¥/auins， "1日記

'\n:cr~cのnLρnds. ミ\:}"d ?rcss (l99-l; >1; /~3 

.1"-この持問!円本u::~~i~の松ーが参入したととむ、記憶に残るところである{

もゥ}もカレ 峠 (ょrn仁OCI;.川町)をさむ lv'lCi¥+-十およびその主系列会社を

只!正した松下:e，ヨヲ l 年初めいは指:iliした

二日誌5')(4' 373) 2C三日 ~'!4只 1
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く間辺はノFや、アバ 1ノヅ'](/)凶J1..公Æ における最大じっ内部;~j脅威の つシ

ft( i五つけられている c

4 遊覧船業者およびモ-:¥1ーボート業者

急増するモーターボーいの斗で、 J

0Taη坑山t臼1叩{ο)川]Pa乱川r比k; ω:深軍2場号 {もい(ば止よ幻、:') が4ωOヘク 夕 jルレ以 |一イ4も3 守咳~U土噌され Jたことい

う最#の7報'R~t.可;がある 4へ}二ぐ 回立公E霞E局と←ιτ一タ一，ポ戸一「ミ栄主苫や}遊韮覧品必守来装J苫

との干利l等宇空士対す立lば土、 1I内/付d部的f脅2成の王長王ま新;モフマ)ルレ

カσの〉デL 一シヤ一ペイ回立公図 (ω仁G孔13紅cコ牛e 込町.:.1aLional PEιk; でのjci:覧
船の門業 ~f: ::J 1]1; l:j{をめぐる字いは(!/(しいものだったが、 ::!OOl守の同i'rふと

5買お善協会対ノ、;>，'ット ;ìj;者~ 9 ;:;; !!:d:l空訴裁判所判決 (N21ional1日Irks8: 

Con只crv，，;Lion':¥"soci(¥Lion v. ::labbitt. 2n F.3く1722jマトJ立た国仮設協会

開1:がたことが、結果的;こ営業れE了背にとコ1不利にfHllL、7レ

ン γ ベイ円、よさご|必jでの波覧船の v;業百IIIJ~IJ 摂(j依[くなったο

。保護と利用 は国立公閤そ含めた述)'1;レクリこ ショシ .!tlt戎の長年

のジレンマであり lG、従米グノ三目立公邸耳C~kl土干'11" ;立授のifitれにあった〉

すなわち、 1916f!の1"1，'，公|司付設出辻、が r'I.::liI-l'i公|吋、 1"1

の利用手吟規制ョ景ti1おぶヴ、n然対象吻・悟史的対象物、そごにし、る
野斗己目恩寺保全し、将米(/)-j+fにの ~~li しみのためにそれら守援なわない刀

法六一千段ご、 luJι来Lみを淀江与する (16 lJ.S.CA己1)_.: とが~í't: したこシ

から、このジLン7 以孟i¥'，公|キ1システムの砕す、'i初から存干干してきた)

えらに 最初グ〉阿 '，'f. 1:~1音楽前寸Ii式制である 96~午の 7音楽司 11 政災1士

山川ion;-llP;-l~'l， Ser\'iCl'~ じollcessioll Pollt~y /¥CL. lG LS.C.A. 020)が営支

訪日jを るのは公国グノ l国土えの刈月]や亨有のために必要かっ適却なも

のJに制限されなければならなし hとJJi;Lし、介業許可を与える+t肢は内
務長'hlあるけお U.S.c.，'¥.s:i) とされたじしかし営業許"1政治法が、

，リJン ウオ レン C，米ミ回一/冷〉国土止1.."-，-ラ公::;国 有叫U設刀か冶ら5ωο午 J糾岳[らコ ρ川J-:(;吋全 J つVづ〆ン〆ヨ

}打}ι ジヅゲワプノ、ηdケ口本片杭版医民 1ロ22岳主i号 lロ2C配h陀ぐべT10~円J 号) 1 
μ 利f川1I市伴悦L:，~ 1t8くと内向 i0H成が顕在1七するという忌沫仁、迎判J〆ク 1; ー

ン丹ン地ほの吋:t B'~ '1~~ r!'[と引Ifj' ジレンマ己内話的対 Ijx (7)迎数出上存~t!，いだす

ニムが正きるI

l249; ー ~.Û、 :):A"372) 虫)J~
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合条許可者の投資をや，tーすことを示、過しとF1(C::Ji告の批利権や将米の利j止を

保証ずることを?な呂 ~l0 こしていることは、当初から指告さされていたヘ

なかでも「内蒋長'p;の満足する わ事やしてきに営議詐''1者;

事?のと£得権 ¥prdt'n'flceiu th' ~ど II州礼] ()f con1xacLs) を与える」主ろ内

務長下Tlこ命じている、いわゆる 見料の殴:符権"のイ了在が問題となった}

小〆i'}[ω既得+1+ω志、義と Lてl土、大評く つのここが考えられる。 つ

は、営尖許μ1~きが儀正I内地ü すなわち契約更#の士i射音宇握ることであ

るJ もう つは、日業日"(11;寄っ{~らの投|、幸子木の減イ山総却伎の!山I互のめ

債を付られることである。役者は例えば、小規侠な1:1小五、や民f仁が大規

十主ホテル;ニ変貌ていくつ'口いスでは付業 ~f::-:rJ~苛による f貞二本校卜が行わ

れていゐが、これ寺 1:と悶応に梢償Lてもりうということを意味するに

更新の日L得権がなJEbLた斥景には、一事業ー託業計 "1背としとう'芦業計!日

制肢の品本Jtlすなわち小規模家族経ヨ会社が特定主議を独占するのを子

定していたことが挙げ4れるへそこには、 -IIJ者に;U(III慌を与三る

f~わりに強力公 cJ ントロールふ及ぼL ていくとし』う、国 ì! ノZ~閤日のば信

もうかかわれる一少なく y も191ゎ:rの'円業主 '1政、制定当初におして

は、大作写:討'T51方可者が後数ポたを51:とする似とし ιう状況は下之されて

いながったといえる「

!ーかし、 1979年渋川Llhlic]，;1¥¥-， 90-;26) から 1~)92年げ :lhlîc LJW  

lO:2--38.l !まての 速の一校法律ノ火"常業言ロj者の投下資本の減blii:剖j

f交の術供を補償しなければ、百 ~r~~/[ 百7L31約一ヤ史訴の既得権に基づく占有

ゅOSS(日 οryuu(、n叶 j を1寄減弐せる予とがで主なしL と規定したこ

とから、この時肢の公有F人jの営利IJ'Jl煮の巨大化とあいまって、 "llln11由主

:or'で国立公図J司が柿fえできないため、大作業営業 oJtiのき2約ヨミ殺を
受け人れさ /0を待ないロつま打、大企業"シ業出百了手tを抱ぃthせなしし、

コンス口~ )L.もできない。"という問題キfiみ出しだっ図、/公悶局♂)コ

/トロールが及11'ないこ〆 f土、必然的:日然照境の破壊をj{iくし

更新のFt何権の三了者:が11:場校争を%1;えが」に制限L、日主イゥ/ヲ J日議許可者

。>!宙利をィ去刊に作阿なものにしていると考えた法J手議余は、長三;にわた

4づ吊川氏JbL.前崎自主(i)2f泊目口

山川えば、 つの è~~ 話が火事、 iWi白、交通、スキー1号、 fJ!光ガノ jごとい):L一

つの汁ーヒスを提供;一るいィ 1 うば!;{~が考えら ιる

ュ
小
山5

 

fJ叩 ~'!sol 



ー込 門

i師，光

る取り組みの末の1998年に、 1965年の営業許ロl政策法の全而的な見直し

を実行に移すことにした。 1998年法 (PublicLnv 105-391) は1998年N

立公園ー折管理法 ('hLionalParks Omnibus :¥1anagcmcnt Act oI 1998， 

16 U.Sじ 5901-6011) を追加して、営業許可政策において多〈の重安な

党更を行ったハなかでも l的8年法の留保条項 (savingsclausc) 41日U条

は次のように国定して、ごく小胤棋の話業許可者を除いて、全ての営業

詐口j苫について将米にわたって更新の既符椎を別礁に挺l卜したυtなわ

ち、

r 415条u 国立公園営業評可政策法の雌Iト。川区長lト… 般法律89-249(国

立公凶 J日業言l'"J政策法として一般に知られる)を廃止寸る c 当該法の廃

1トは、、11該法に基づいて締結された契約や許可の有効性に影響を及ぼし

てはならない。しかし本編の胤定は、当該胤定が当該契約・計 lりの条件

や規定に矛盾するという場合を除いて、、刊を契約・許可に泊用されなけ

ればならない。当該I去の権原に某つぞいて与えられるJR業計-IIJ契約に闘す
る本編での言及は、、日主権!阜に基づいて守えられる営業許可にもあては

まる η」

さらに1998年法は、補償金が新規営業許可者から現行営業北可者に支

Jムわれる (403(3)(E)条)ことや、常業前日J契約が通例10作間以下の期間

でなければならない (404条)こと、ぺ'(.;13き料請求権(l出lsehold刊口en

dcr intcrcst)"が常業前日j契約の誌はに伴いE荒波されなければならない

(40日a'i(Zi (H:'条)ことを規定し、先述の更新の既得格の出止規定と共に、

実質的な営業罰則売買システムへの移行を浮いていったっこのような新

システムの|、では|主[¥!公開局が補償績を.¥'，て替える必安はないため、[，'J

同は令銭而でのコントロールをJI;:り戻していった。

この変更は、台業許可契約を訟める際の競争の促進や連邦政府へのよ

り多くの利益、公園ピジターへのより良いサービスの確保などを玄図し

たものだった。しかし既存の営業許可者が反党し、この吏新の既得権の

脳11を干ったハその結果が、 2002年のアムファック社対合衆国内務省連

邦コロンピア特別|メ巡回控訴裁判所nJ決(T.JvfFACReSOl.ts v. 1Jnited 
Statcs Dcpartmcnt o[ thc Intcrior， 282 F. 3cl 818)である。この裁判は、

次の凶つの争点それぞれについて別個に提起された訴訟を、裁判所が併

合Lたものである。

]
 
1
 
5
 
2
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I J98{T- 法によるど析の目別手権の I~ f.1: 

'E~ 業;許可者。) -tl~J_;:~ き料にドる t~ít

営業許rl;契約¥の摂すJ紛争法にnnJr2~('1 Di叩Il¥.C:;/¥rtJ :9の適用除外

伝業才-'[:11';'契約完了訓IBに承認を求めるU定

iA判でi工もっぱら、 l心お4び三}グ〉引が7いわれた υ しかし、前審 vしゃある

2ωl{jωアムソァックf十対内務r出浮沈コ u:，.こアキ1可1IIメ十b.h1i¥':lIJFi斤1決

(~ 42 ド S~JPP. 2d 54) 同様、本判 n~ でも ロr-uの士5長は込けられ、
吏有;のB!l得倍の廃止がr司法においても確認主れた日n

その{去、長i立公園と1"1慌に l平ま1;"クリコーシコン地域である固有村、の

パr業~/向、去出1I の つであるおb6'jーの同令市スキ J為法 (K?tio引11Fo相 t

S;.，j Area An， : 6 U.S.c. 497~-;) が、スキ i品の従米の工 カー数紙限お
よび期間市1St，を収り仏うことマ宇J業言l'I rj ~告の契約更烹l を 完売手ij(浮く

かのようでし 1、同時に様々なれi刊に基づ〈営長1;'1可内中unや修正を J士
務長官に認め、 12 生~ g/I:'1 1j苦:こ市 1v-:~i去に t'[: ハた公干な市J?:i ;;Uい;うに其づ\

料金を設した!~f:かん、 i保護こ利用ついて保議主授の:主邦政策が炉

rc号弓られるようになう丈つ 「は、 2no:ザーにイムローストーン国立公

Yellm丸山nt'2¥atioeal Park . .:J，u， l6 l出じ 522)が保護 ¥pI出白川十ion)

の寝{古今噂Ja '"、 1~ に Pr!I:!! 均;こ有限しご公~資 i原\'f'I' LL LL ~対歩 1Y:説「

るわめにビジターが刻IJi大きな市:]Sli安志したことがi-i村されよハゲレー

シャーベイ出立公困での選比加の常茶卦li市:jの厳培イ己も、このような有た

な保護手制改策の討しれ力 車、と {_i~~ l~' コ}十ることが可白/ごノコう c

もっともブ yンコ 1(;ρ0;即日u:;;h) 政権 (20Cl年-"iが2007午度予算

の概算要求でlがυ公開局の子算か 5%、金額約i，:>;土:億トル削減するこ

2 を 1)~系 L てしもることから、国立公図における営業活動のた苅照宮正11化

山 19'/8年引に迫叫i;J1:J付0';契約紛争の代替iLil::~，=勺，'て県にする υ 契約-ri-:ょ
迎邦"古求1&判所でπl法的以渋を主めてもよいし、ベ決行政丁にiτ王寺する責f:Cの
あ品公務日を右、訴@川W;t:) Lてもよい。税者については、連邦巡|戸|盗戸「故

山i-ifyへの上必も認めり丸心 λる

1υ 2003ザの "1す公費1:、スごろ7ノテ A >;[会汁イ¥':<<r k: 1)~ :1::* -:6 直 )1;忌 r~;裁判所判決

ll¥atiol1al Park j-:ospital:ly ;¥:ちocialiullv. ])Cρd rt;l:e円 tof the Inu::'i8r， ;i;-;ぷ l:.S

BωJ は、 l&.lli: J~~;j:イト認めて沼、おぶぴはノの点;，?抜っナ刀、共紘字 !i-\t 熟1三泊 P-ì

たされた}

二日誌S')(4以)D)2C三i ~'!S2J 



。
}附，，'じ

が杭丹7:fι~ ;f;干されてし必h

第三節地域の自然保護意思との調整

，1'11高二一、“地jF~O) 白中、1* ~_ii ，:::: ，r~Z " ~_ “ fili Jr，~脇島~_~;lR 〉いうー

つの概念を仮説 I'，j に :J}，7t ~g一ることは先にも iホベ/二， 'tなわち、まず“土:!J，

域の白然保詩告、思"とは、地域の利害関係苫たらが調終のう÷でFf昔、形

成にi主L丈、 q然保護に対寸るj生成全体L1-"い1)意 l乙1を:意味する， Y~J，" 

のとj扶i主u主持黒:土、必ずしも υにμえるかたちで存在ヲるわげではないf
それはむしろブ口いスのなかに打在し、その長ij二;止l司変;ド:)7う、てコ;市動的で

あるにすく地域協{却型d然保護!と:土、 in去が18t売のば然保護君:君、と

を凶りつつ円然仮設をめd'-L-:.:いくことを烹味 4るーそもそも ιl'2

ti.l2:})在然保議詣思'討作が可fえ刊かっ討主rnであるから、 "iililx:i忍偽剖
r:然生"もまた、 "J変Eむかつ流動的である。

そ，1でほ、 モミ悶紛争 Jおいて、担域のば然保護主:忠は実際;:との

ようにIt たらくグ)丈ろうか !土、告書~J市で~I]'-析した戦{主OJ国立公

なかでも特J二、封1)&のい 〉 を主主Iした

事前に守日し亡、乍代を追っご詳細に険討し亡しぺっ

1 オリンピッヲ国立公留 (OlympicNalional Park) 一市民運動によ

る自然保護

193自午のオリンピック同点公同 (O]:Y;::lpir\~(市川，!l P日γk) の創設実現

は、巾民連立}Jのたまものだつれじこの市民遅刻じはじまったオ 1)ンゾ J

ク匡立公国税争(上、最も長期にわたりかっ最も散〕い、:!1民による日然

供議闘争だったc 今臼われわれが知る 4うな、市[(，O)j白→認のお柿:}0:I;宅前j

lニよってj平工克をイfすみととの起;原(止、 i すリン rイノク図 Jιi::国民j'l"

と :1'1.に1:'1'ばれて Lミる環境紛争:あった〉

1 fj : 6:q-~ 0)出立た国民ジ〉創設を導いた全恨犯のうち、最も亜大な517却を

日l ジ ンー Gーミソヂェル「政治に郁子干される増強 j ブンヨ斗ルシコアグラ

yノy ク司本以 12岳山口は引附年j"月，;】よ17-f:l，

cど工討し、H :~JCよ， Olyn:pic Ba~üegr~lUnd-Thc Fけれは Poli1i出 uITi lll:)er Prc:-;cれれuon，

日開ondEdiム 1011令、fouロL;in刊 rぇn'Jckおじ〉以)(jjat :-;:)8 

ー ~.Û、 :):A"36S) 虫)日〕
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もったのが、出立公国内の桜木は森林1{川のソー:泌に従わなければならな

U という己ンンヨい (C; i~f();..d Pínehot) によって絞り Jl?~ さ tc!=ì一肢と 3

たムピンショ の見解はlB95午から1~ll3午の河 lニ、岡只および地邦議会

1，:' J.~) て繰 11 返 ~tþ位され丈 1913拝にヘッヂヘソヂー論争がL止J去を辺

えたmlこ、ピンンヨーの九月キは国立去図内の樹木を保有するうえvピ妨げ

になったc 玉三1"1ω伐採は'丈"~で主ないこいろのがf世論であることをj問、

たiインン;ーは、ヘッ子ヘッ子 最終公聴会で医"公粛グ)樹大;のィ、"J十三

を官言するここを強いられた ピンシ:ィーが、 111，告に折れ丈のである

直J.L公園内の樹木;こ関してl止、 1916:tエの庄iL:1:~回日設問辺、の![~市一者た

ι治司社本に#討に関心をもっていたので、外科医が全体をEiJげるために人
件の r¥:I)を切り取る詐"Tそワえつれるのとほぼ同ヒように、深林の病気に
対処するこ〆が[山f、で認められたか1 寸なわちl人j務長宮は、 iJLrt:、ヰ病気

からの攻訟を市一同するために、そのような倒木の伐採がよIZめりれる、も

しそうでなければ、{j;Jかそのよろな公1，，1 、記念物公l到、 1\~沼 J自の民主J!あ

るいは出帆対象物・歴史的対象初を保全するために、そのよろ与長イゾワ勾

られる ("lhc山 tlinp;of slIch tirnbc;" is r山1~111 出 i;l urdじrto ('(Jntrrjl 

thと attackと;()l insects or diおとasヒQ ハキ。tュer京 l討己 Cハ ~lser百 e th台公cenervOI thど

latura: or his::oriρohj('c::s i;l any sclch par;" monll:~1(:;lt ， 01 同町、¥，;:，ct;o;l."l自

LSC失百j)J と IJ る場r<:;-(二樹十、 る権限寺守え η れた 1:'1 

立公凶!nJ設問a-.、が昆虫卦!，;E.f:書 (lll町じipruV川0、}を今めて:iill過した>

きに、アメリカ森林協会 (Am出 lcaユ Fo了ðt~y A:::;sfJcIatiu!:t) 以「アメリ

カ蕊対新聞(;¥訂作 canForcstry) J の 917 午の社説の~(か lご、 6段も不

幸なこと;一、新法はすでl…虫百からの保護を I1実仁樹木の伐採を afL 

亡しもる"と L~('、 Ë こるべき問廷を f却して L 、 t:' 0 昆虫規定:上、 Jtl h~:5 1主

設や指台;動物取li，i':のi問自民そのf:1山首7機者たちが'It'殺されるにつ

れて、士、れられていぺた 'fメ1jカ森林新開」の1917年のさ行は、 1916

年の I'I-:J公掠局設置法の ílJI;í~ か(， 30年後に乃リンピック

IorcsLs ) ごJlI，jこのこととな、る

(0ム.yY;lplρ

連ぷ所イ1地内の昨}木と伐採必業の同係については、オワンピンク 1，_[¥'-1

'J3 ld 礼:.254

ペ J(!.二55

日 ld

二日誌S')(4以)1)2C49 ~'!S4J 
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7公々i図盃?消;ヲ司IJげ戸ず設y三之前びの)1刊9ワ[叫 ;にこ、 ユ ル林j二J予パら十佼1l巳三v二:'a叫JlcけFu、、ωlT凶凶芯叫山1廿r円ys玩仁h凶Oú~ω) のテ弐 y 

ブマン(I巳口I仁h叩

J九ゐわれJζ手利lリl用 J九ゐれれJなけれ;ば工ならないのか、 立長株は森林:~-n哩メノッどによコ

亡1'1と土産 4るこ Y で永続させられなければな lつな v川)か、あるいは樹不

lょう、そうであるように栄しまれるとめに保[1:;::れなければならないの

か。もし樹木や.，{木が伐nC~-'ごドγ↑ jiょするよりも残宇ことによっ C)七時1

1，'とコてよ何人きな1:+ti!!uがあるならば、われわれは伐採と再ι注のとら

らもできない e そのとき舵ノドや立本f上、斧から↑じをされなければなら

ないに誰がこのことを斗附 4 べきか。沿 lllr上、 ~J乏が半することにな
ア 竹田

1920年代の環境学者の弓士，ヴ rン・スイム¥¥Villarcl Valム~，J I1lε1 が、

子ヤノゾγ/'nJ'8i'巧 L た l~j禾京業と森林!寸0 0)材の心れあいの関係l 二 f上 )J

をかりたv ヴァン・ネ J ム;止、:0?:0 _í:) に ~m ;えゆく森林保護込

(V2nisf-:ing For(:s:: R(:sc;ycSんを発刊するまれよとった 人で践りとい

た :930主 l 緊急、自然保護を員会 (Emc:^gel~~ も c"川じ了v f1 Lion Co日 nlittce

を結成するなかて、コツ〆(日目ιlicFdgc)やブフント([、 1:1日f5fιm;

と仲間にな三ことで、ヴアン ネイムは|主|比参犯と1.'う u分の与，とに口、
を吹き込むのギ午後拝しする人Z却を見つけたの 19:i4午に円ァン・ィ、ノム 1;(

H"つの論説「オリン?。ッケ 1''1占 ~Z~同案 lThr ド 1 叶)()St~d OlvtrJつic;¥，ltioIVl 

P川K，:J のなかで 6匡JT:のI721ι(¥¥'i11 of tJiρ 日じ0pki" をii::認した。これ

がオリンビノクド'，1公["'1"斗7ベワヲi主全になったし環埼子音クラ ク

(Trvin，g CJnrk¥ 奇「托符じてケラ クを10:14年の問予;ニ参加するう九lが

せたのも、出邦議会が ι 民的宣言、'を坦jJr?r'jる区、安があるとしてワン
ントン州の緊急白然保量生委員会 (ECCノ口ピイス:~ \~ム会通過i主主力者、

;υbbyiおりであるシコルツ C¥ViUi:-lmC. Sehlllz)の給手1をイ白人l切に主主ヘペ

たのも、ヴ「ン・才、イムだぺたl 行ァン・不 fムのらさkな財政的献身が

なければ、オリシピ y ケ川すノiと|京i法 '-1てはチぶん火~7:しえだろうといわれ

" L、1ぜ ，<'""，i 

非常に優れた記者どったエソン

，1; h~. ，lT. ;-sS正)9

:J" lc:.. ?;， :<19 

Woお札lit'Edge) l土、 ↑ClJ iうミわ11己を;]! き

ー ~.Û、 :):A"36 P;) 虫)48
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)(-tるのかを本計約iこ主J":)ていたぺ「守事瓜刺没正面、地凶、 どが、 55

急ヨ然保日草委長会 (E仁仁 1 のノJ冊fーのなかでかわるがわる J[Jv-¥られたこ

ーコーゴーク名ー〕録;、教勺亡いるという工ツンのげ場が、エッジがi妄f吐

を望わ(まぼ全での f、;一平安除するのを 11:能;Pした。プリンご。/ク|ト1.<1:公同

送致!上:;-， '/シの数多くの汗然保設逆説のほんの一つにヲぎないが、オリ

ンピック 1'1:/ 公判。)雨付~ (rain fo;，:，'s'c;;'Jを投ぺたことはi&[どの63{fO

生涯の経歴で つのl長点lなハた ;p

フラン i' Crvin辺Brant) よ、政治や公共訂正えの領i或での権fJのあら

ゆるニュアンスを珂備していたイ主れた戦際示だった f皮は権j、jlこぷいこ

とによる総力、ドトカ;ニyそっくごとによる品刀を泊勺てい亡、それをとて

も効粟的!用いたのご、マ"ンピ〆ク問、L'iミ~間午が終わらないろもに

1点本J、の資質ーでHUJ帯に与:-:Jごしたラ市民法動家史ほと連邦政!1fのゾ

ロセスに深くたずさわった卦l土、後にも:~\にもおそら〈いな v 、だろう、

プラント i土、 i世が行政〆ずのド、!側!こいるのと同じく C山守事〈、 i主ノIs議会に

た Fさわった、重要公安員会の議長はプラシト k決断在べ!IH寸したし、 1938

-;[の君 !jンピ d ヶ国立公邸口、栄通過の際にはきこノ7日する安員会メンパ の

選Jftにフラン卜の関守が"午された。ヴラシドがいなければ、オリンどフ

ク百tr1>闘は亡いなかったともいわれるにさ宮 のオリンピソク
I:t，i ¥'f公開悶争であ向、 H公開創設守めさす市長遅刻守成功l二導L、た iプァ
ン・大イム、一】ソジ、フラ Lトの一名:土、伐採にlぇ対して起こった第ー

のオリンピック同ι 印字で時ぴ平内請するここになる。
第二次IU:r~{IJ授は伐採 したが、これとは引にかっ年関係に伐j語、

y詮壬業主を♂捻 itLたのフが:戸ずf相争ノ木ト父換 (，リ川l!日川lド川ヤ:1山山bt汎【引-~1 

十恥丈交挨と iは上、虫書、火災、 i珂本なよのおそれのある国立公図民地にある

樹木を、樹木が伐将されたト，1，'j公判内氏子itil:，と交折ることを認め{o杭

ばである 向ブロてスグでは、 ずでl建設されたj互応とド主詑し七いる

量二慌がある地J戎で伐採技師が伐採を続けることができる場P今にはいうで

も、手H~が最大になる}ゾリンピック国立公:æ法案が最終的に尚治する

Iノ土もヨ1](7) 19:37寺に、公1"'1~ンジミ h のゴパリ ¥?red 0¥ピrlv) 止元

h~ 弘T. ;-s9-34u 

:;:0 lc: に :i~()
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よ iに、寸 '1ンピ 2ク連j立公園iこ加えられよフ〆〕ている地j;誌での初不

交十むを子同etるよう irtまれたロオノミり はクレッセント伐採牡 (C;-e~cen':

lパ叫grngCOllllian>，iの，:-伐採技ftiFであ :'-1、 すぐしこの樹木公挽宇手配じ

た。 このよう仁、~~:と|京1J弓はォ 1;ンどソク|ト10'公ド討の創設直IB仁、 li)公同

のためにと勺ておかれた樹木によぐて相T:::;の伐採主主主の利廷を最/人にす

/0σ〕をーするこ¥'ろ¥'/j告にi置かれたc 1941ヰ 2月にクし γ ゼン;、 Ri来

社の総支配人目アソン (Pe:xus['ean-:on) は、 ~r(})樹木父換をやり遂げ

るために、 JL従業員オパ j、こ符ひ?で触し丈 1 欠困l寸最品顧問モスキ-

U'doskey) 工、定、を jJ 持、深く ~r;，[古し¥も、その支換を可併にする既イチ

の，!-ii:I:j{が{r:Jも明らかにならない'として、オパ '1 のj記長をJ巨百した戸

オハ j は相沢父挟!:bl執 ν 、 ドルー)- (L>rllry) ご次のJうな量簡

を:ib-:J丈'>:916-{.;-:-R円2日ヨ丘、 [191ゎ年のrq立公国同設置法J(.:: 1[1二<)¥，ぺ、
戸号待~;t‘tτUI ヤ病気からの攻訟を帝l一切するために、そのような枯I不

の伐j京がぶめられる、もしそろでなければ、何かそのようなまとl出、 2342:物

公関、泥沼地の去をEあるいは自民対象初・歴史丹ヨルi 象物を1~全 fるため l 、

その Eうな初がめ1tJまが;j(められる泌合iこ、:'!らの半じ断て?材木を完王Jする

あるいはy';分するいピ110:' dispo河川 timO<2fI:i十h:)sec出目 wl:erピinl:is 

jlldgrr.cntτhc Cllb;lεof s:lch tin-，bcr is rcqllirぐd;:1 ordcr to co:ltrol thζ 

:1t::，H:ks of Insect、nfdi以滑にesorυd:.erwiSt~ 引川出J川f:t:he sce川r'¥;01' the 

laL111ι101" hisluric cbjじじ1sill ally Sl:C:1日ιil"k.r:I:JTlutllcTJL， 0"ρsρrvιlilUTJ 

16 l'.S.C.A 詩3)，ここを られる¥}寸 J円 以、民有林がイ主将司'~LH

えれてしまった徒に公苅軒川、は旬!~川本を受けやすいだろうから、 i キク

イムシ IJ日 rkll(-'{-;L:{-~) のまんえんの :lT詑性(土青うまでもなく、深刻dな火

;えの]'S~:，:)1 をヲ|き ;J~ こす。ど~#)則したハそして

処分する内務長官の作 i見に闘してのあなた

ゃ

を、われわれにお知ら

せ kさと LめくくったJ オパリ}の卒祁了立力主 Tブース C011γad 

VVinb) が、 *1日J長問へのイバ]ーの安請を .. H与したり
fパ I}ーの綿密な瑚常的絞犯し工、第 次世許~ IJii~O)樹木を}誌でする状

況のなかで、公何時の L1でまf)?~~ r-~ (如licitor) に受付人れられてい、

た主任法務職員 7---:--;レド(河川h3ム1rdaγ如氏!;はふ、のように九Gべfこに荘、

川1c¥ι:35ti--2[:日

ー ~.Û、:) :，4.3(4)虫)折
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び〉忌兄では、 1911)どT-~i'正 [191MT-の連j立公園jJ411開法 Cf)::l :1ミは、公'"elJ 

地の樹木をI"iウ公|李|内丹氏同所イf))陶ポを伐採した f地と交校tるここ

企認める 。にすノ、1)ーは今甲、 '11寄ド'0んちれるあるいは火災の危険

lなると"'(，釈さtLるかもしtL主い樹木と ず:1:;-(: 1:T:jれるかもしれ主い公同

樹木を伐採するための、去に認'1されたヮイセンスを有したυ1916{[':の

わい"公|判湾設置法は-éÌ'-\J 、 1~棄すゐここを意文l されて主たまさにその!む

J原レ前文京していた Ji ヘで;記j~;搬山宇奈を絞りることを許町 L ながら、

二I_~凶 ;~J /.土:ょリシビック Ir1立公国についての "ft!1，処分脱出Ij (Tirr.btア
Disposal l(eg'J. ~atiOrlSγ7 を l に司:め、公1I樹木のうち売りものにな

之と公日[:，'司がみなすものを定義しながよハ主河行政命令焦 IF吋t!'a!

民間出向r)JIのなかず同規DI;をr'f言した J

「少&くとも長さ:20'7ィートncかつ少とくとも匹往12インチの、主1
C')アメヴフウドガサワフ ¥Dou只lasIir)、ベイトウビ (SiLk乱 sprECピ)、ボン

デ口 1ァ (wcs::cr:'1whitc pinc) の丸太はも芯リものになるとみなされる

少なくにいも長さ:わフィート以上、少なくにいも l色径以J 〆チの、全ぐの

ベ fスギ (westernred cecしりの丸た、大主なユ担、半夜:止、売りものに

なるとみなーミれる ・円」札

樹氏処分，~~I! キノZ~~lhすることょっと公同局は 1-'"( メリカ森林者

に上，，_).... C19J'lイIに発表された、 191Gイl'C乃凶立公i豆)n)設罰法的長虫剤'jt:が

"営利的判:11の組討的宗主"を〆全く行なわずにに森林の支う、を4くかも

じれないとし叶懸念を言j，かなものi、!〆た、処分円的のためμトずが売りも

グ)i，なるのかを忠義しうつ、公開局は同文トルーリーの l'"C'伐採業者の

利益を保止しながら伐採ピジ平スにきょ人していった これらの活動:よ全

ムォリンピッケ["，-[¥'/公1"1を第一次世w大戦 i、の伐採i設d'，のために利111
できゐぶうにすゐとい与ド Fレ.1) ~の似の試みと同 :1さに行なわれたJ 内

務長官イ yキス f土、何が起こっているかについてイても知たなかったη二

lfi42:i'-tの秋に、寸リンピ〉ク出-'.L公園の午ノ-)レト (QUiUaUH)地域

でフイン川、 J:: (Finl可仁、町k) 二沿，-)亡アメワカ 1，7γ ザワラのj丸i吋不

';1 h~ 紅 2:-;8

，2 u:" ?;， 25ぷ乙:if!

二日誌S')(4以)3)2C45 ~'!S只 1
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が起こり、できたばかりの桜木処分規則が千逗別 νバ】れたυ この胤[到不

社Id点からもたらさiciこ、 空与の十ご決定的に必安とされるむきペ二

ヤイイ f下 clr刊の)LJベの完却干ド;レ')ーはすくに認め、でに!Jj(!j林の

アメ'}カ Lフザ件ワラ234hGODOボードワソトカ''7( > :; ~ )11かレっグレー

スハーパ のを1判所:ニi'T!E0オLi三、フインリ 川の杭木契約を Siæ1-~ してい

たベti宗主主却がヨ分。〕伐nljm'.tlr汁を終fたとみ、この伐採技1市l土')乙ン}ン

の連邦議会の委任を付て、もハと多〈のこと寺求めるキャンベーン幸治

めた ワシントシの fc;完投帥 lこよ.~"， :...、も L昆虫が予言まれるならば公凶

日はモミのフ十三を1JGljcできるというスu，ガンが広まるとすぐに、山託手岸

製材業者協i:[羽目τ(¥1出 tLllmbtrm日只 ASSllcia::ion) /.6、オリンピ F

ケ同 ú:. Ij~~司のうち ]()l) .T.ーカーが頭の!:，l;i，¥，川、クーンンン O"'!f:mムOCX/ の??

虫に削(まれ“そしごそのま iえんは必扶前十こ、日公園で大別陵会lU主総

i-H を引き起こすだλ う?と叙法界に~c らせた。各対芸ll土読者たち h こ、。。を1

材業ずは、救済的伐採搬IHがすぐにすHめらオtなけ.i~_はな巳な ν、と述べた

と伝えた、こうして万リン μp ク国立公事ずの "il~とのまんえん

のうち可J閣の多くのものが、民主に Eって Lはなく 1916!jの国立公益j口J

Z立出:法の、討」虫 (iusects)，、(!)caによ Jてfr':)上げられて始まハたこヅ

パ j がTιョ、規定に基っく円りの制本交拘卒業に成功ずる前:止、国~1::L';; 

~!弓の見解はいつも、地j:ê(計|肱i 心案者 Jコデーヴ f ツ H ソン (UavidsIili) 

によって辿べられるようなものだ"た〉 病気、な iを避けるために倒辻、

を処分するという l 張lよ、七、jiYJ'lil'かでない。間れと樹木、大規京誌な州、

ffl:本{土、数え当礼会いほどのIU紀にわたって起こっ亡〈きた;それらは口

然のみ杭成長の 白じであコて、森抗への危険ではないぺ公開局l土、 iliJ

ん00) ヲミ ~f民匂のなか'C"i主べられる保有 (prcsc;v<:~LiCE) 使命を、オ 1jンピソ

ク]:1-:.，'，公l村でiロj局が始めていJこ伐探jfu'.tI~汁平楽とf')~'品l させようと試みたの

で、 r;i;l~Gの心へずみが避けレ，>れなかコだっギi'~と柏/J の l山1! :tJ の企ての森林

千キミ主税員 Uon~~.;t;y S~;-lfT) が、、ii初から党採l~ll:刑事業:反対したり

事業の結jji的な支J著名だったワ ス (C011♂ad\Vi~.~L; は、

伐扶+fj~ I~J~ をぷノ記する指主だったc 伐採業者が次から次へと持案を小すの

に、王位法務職員 J力主主見にぶって認さ:{!るよlUJ、おぶぴ火災のfL主演という

日 1d.，a~ 25S， 261 

l2fi9; ぷu、:::):A.3(2) '!04~ 
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制lJ;r!:jがあまりに限二三的なので、者授に;i~I.:\ させるこ;ができないのが明

らかどうと治らさある。ヮ、スは lもしそろでな!Jiel:' 景観あるいは

rっ然対象物・厚手点的対象物 る (;GU.s.C ヘ ~:-n ーとし、')、 FJ1 わ

年。)I-".f.-c:-r. :i~ 京l 局設置ィ去の 百日;P長づt1て伐採権限をほ大させ工いと也う

上つになったハ〉ころで1fj; G1jーの三自立公園況31 問 iJ-~¥土、公図を伐採し、

かワキ7やの所有院を受け取る+t肢を内務三宵に限って認めて非た。この
ことは清次世対人戦中1ドル ) -O)TJJき宇jLl汁るFPi仁、イ yキスl

i自己}]を与えたl そしi)ここ:土まえ、界々の↑主将殿内契約が内務:三宮執務

宰で三訴えようされなければならないことも首味したペノソキスが7:，1l/-主需を

よった土がす徒、公I;I/~は三のごとを変えようとしたへ lリ é f; '1一行 )j21 Uの

I述宇日行政D{i令長 (Fecl訂正i!J:(同日ler) にお， 'て、 l:tiH;長 J六'が有して， ' 

た土自己)J1 土 P'i立公国局長の手中:こ干-~~才しることに 4 った n 

I Eili 回日五;土、 191GifS 月 :.;5 円u-、 [1 引 6_f!~.(ゾ)国iL〈今週泣]の

3 条にもLって悦ぶの↑主将を JJí乏してもぶいし、そのよ与な倒/~，:rJ) '_-/~斗 l あ

るいは?ιぅ子争認めてもよ t，;(， J 

公図 J司 l土、かっ土tQ~色 :"r ピ〆ショーの公図伐採殴l! ;r 事業を、

るようになって1.'た引ニ

rs_:~[公悶記長(止、樹木のお返しに災採業者によっご与え f~) れるj- J市の

不動是正京湾3日吉キ'-:::(寸取る梓FえそづえられたU 内務支d口じ J*れ寺室~;;:: ';乙全

に:よ101され、え凶JnJiょ己りの伐採拡tu事業(-:及ぶ|ノイ部主配力をもっニシ

になったu 白分の元原い?、クレノヒ〆ト伐採十十の利よ止のためにオパ]

が1916午の丙 ¥'l.:公悶局設問法のなかの仏虫丸定奇Eいとと当からほんの

数年 L語、経ってv暑なかった J ふの M-jì，:>ノ'i~悶 h-.ri'口たちは、口然保護論当ー

たちが保存するために叩'1近く悶勺てきにま 3にその樹十、を元主iできる

という J坊に、公|判売を待 I~ に車対」さぜてしまコたコ 19~~8-;-tω終わりま

でに、公有売はl095h70(コポ ドブソ k の樹木をォ 'J ンピヅク図 \'L i~国

から除去Lていたし、年!ciJの除去割台は加速していハ丈 1948牛 8月に

ワースl止、不重刀烹古川でを-，手とし、さ寸子るためにワシントンロ C.に寸ハ Jー

を中~dl させf二 O 二 01 ごとによりてワ ス(j、オ '1ンピ，ク1<-(( 現ジ〕伐

採鮫心事装をうまく続行した 1949年 7月ト、ワ』スはJTI立公国元の;，，1;

日 hl"a.: :~61--26:_~ 
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になてJた日

/?やi勺J鈴になった r'/7ン・永イム、エソジ、プラン)--.))ニむが緊急自

然保議会員会(?，Cιj の治動キ再開1、第 の十リンピック同¥'/.~:.i，;~司防

争が町l ま j た。伐採;一反対する市民~ill掛け、ρJ まり、第 σ;闘争は自然保

設Jえの勝利1)!.しもうかたちで iおい?に終和した川d

t:iJJ切っ巴然保蒸jさ，戸が市民法動を混とど実現されJこうじ例としご、オ 11

ン1"""ノク 公定問争の告義は l、さい η 自然保存 (p:e3er ¥' ation) 

を来たそうとしない["1立欠困片代わって七一民巡動家丈ちが日然保存を

ほかろへと立ちょがコた fこい λ 向、でも、オ ljンピ yク国立公園闘争は非

常に間後的な事例といえるだろう。

2 ダイナソア国立記念物公園 (DinosaurNalional Monumenl)のエ

コー・パーウ論争 (EchoPark controversy) 自然保護団体の台頭

目501j'.ltの工汁」 パ ク論争 Ed:oP記 k2ont:"Ovcrsy) は、ダイ 7

リアまi立記念物公園(DiUOS8.1Hl¥川ょ司aJMO[lU lT1C~lL)に人円グム主建設

L.JつY する土地問 ([h 山 Uof [{cclamatioれl グ)-~J{みを、 千究主 f~~~'生

!寸Ij平が!坦!とした下例である 1;7 ..Jコ ーパーク論争はシコラ・クラワの

(j抱一を公司に均 l らしめやお、の ι に九 !:!:;I~ ，品回材、が é:ì 9il じてい、さっかけ
丸山ノ h 
〆r¥J;'i，'， 

】コー パーク論争の始まりは、 ドルーリー (Drury: が出立心凶l円J

長に就任したヰ~fjーの、 191Hーにさかのぼる c :.::t[ ¥'jノ土，Iキ1足lよ、 ザイァソア

同心記念物公同の)<:f';':j分が没水守ることになるという、エゴ ‘パ

ク・ゲム ')1業業仁参加した J このとき、 1';1心公開局は Ilili間塁同i対し

て、コロラド 111 にぷ on~do Riv日ノー;'f:~グノ将来の貯水池についてのい/ク

1]エ、ション 請け~うことに した。卜 jレリ l土、 1:"-1¥'/公I斗

局がコロラ γill流域 r:'tl.fi まゐ λ坦撲な~;l-1lBl :ú: 卒、のなかで重要な~)響力を

もつかも Lれな V' ことを切符しえ A 土i色悶墾局が~f;';J_~t資金をす工たこ

とが、国立公園，fiuを7宏九しだのも確かだった}この!日1]，0:(こは、ユーコ ・

lcLρi. 2e;-2CG 

べμ こぬ t~己・前+'H (?土4)122前日

行仁lark.( 川 d¥:cCool， :，qlril n.G， :'ll 136 
ei:-< 河克己‘前掲{注4)1叩頁I
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戸?古物司'1 回Lこrミ図にお :t る '~~!;~1毛 利用・珂吋:::n 

ノ tーク貯水池案がゲイ十ソアの太子~l~)f を;Jz-i':三しにするどろっから、水没

しのけず記念物公|李|を:-I'-iウレ/ク，;エ ショー官")，1(:二代jf?:c'tるかどうか
企検討することlなるだろうという考えが含まれといたJ

J.}、大な1 コ ・ノミーケ地域(土、 1938年に本来的J下常仁小さ yトったヤイ

ナソア国立主念物公国にむ口えられたばかりで、当時の公適時:上没;j(カ-!!~

f草されてし'6iJuえられたばか打のこの公|吋tll;，に対しと本当の意味での河
lみを感じごいなかコだ このよ'):一、 こコー・パーク地域の豆、観の~~

につ"ぺ正LPh'li識がほlんどなされていなか〆〉たので、公凶mJf上グム;長

lこ lií~んで事日 1 るようになったに

公1;;1局は1:)111.上司代後半まで、ダー反対の守防をとらなかった 19CO'I

il;{主1になると、 こっー・パーク池trtcう;士、主司のフミL支がいっそう高〈主i

悩主れるように〈よる一方マ、ダムがYうやら実1::[に辺;設されるらしいこ

とになってきたc 公国 ì;~j(/)メ.]1，:'，:の遅れ;土、あと少Lで国立Ed念物〈今週ぴ〉

大吉G分0)1'孔j， くところだった。しかも優主ボ断のド.!t リャがダム
に反対し立台めるまでじ、池のノホコ/トロ ルオ子、グラシドキ守一ニォ

> (Gran c1し山口 011) 、司シグ:;(-~\ヤニオ/ (1¥ ingsし山口011)、クレーシャ-

(Giacier)、マンモスヤーブ a，u，-mmuthCave) 内五うな↑な|主1"公ドi
を脅が仁ていったっ

グム設省たむとの i高 :liJ づき言だが、ノ'i~悶足じ J貯水池'F~:まへ泣出;1..-ク

リ】ーンヨンの口j能怜をもつことが、日足1fの=目立公園と=目立記念物公凶

¥ぴ〕グムヤ貯;j<.iH]，の建設の認可を得るためのII交のひとつこして;iJいら

れるいわば 両者刃の市IJ ({'J two-crlg仁川or¥i)になっていと J 公悶の;1，
勾でt::JJ弐のままの阜視が1ごわれた政孟な例が、ヨセミテ(/)¥ツヂヘ J

チー渓谷 ¥HctcLHctchv Vaム:こおIcる貯;:;q也の建五土とある〉そこで

は、 ド1レ ，] '.-_.こぶるこ、 ιありふれたものが、作大でれよらしいもの

に取っ "C代った ピル 1; _は、ヘ子ヘ F 子 の状況が絞り返され

るかもしれないことをJ千れるようになっナし 1948年 G月に、 ドルー Jー

はサ/ノフンシスコ地方局長;こ“ iサに片j心'Jぷ!こと介、 われわれ

が Iにむーっている共本刊な大義にi!t!:らヮてliJいら才しゐかもしれない弾

薬'をタム建設さたちに与えないようにお示したへ

代り i，;;cha;-r.! ¥¥.'i:':st Sell:'.rsφp， そろf:'Tvillg0J、.turei!~ ム h と\" at~on ど 1 Park:s-A His¥:Ol-Y 

二日誌S()(4':lSD) 2C4l ~'!()2J 
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19;50ir 4司おめに尚院さ礼 、く?:;~百 [1\1; 止ココ ・パク・グ

ム法案に反対したっそれは、グムに賛成tる江坊の内務長官チヤノブ才

ン (()srarCh2pmz，n)ド逆らう bのだぺたし同年+'1、白身の最後の年

次5RtL古のなかでドルー 1;ーは、ここ殺年|当日干 IT:7';::: 兵隊 (Ar:ll¥' 

(¥EpS 01 E~l広lECC了 s) こ二地滞然[}が国立公国の“美LSシ利五三を夜j夏

しあるいは1.Rなうけかもしれなし h平楽を して主 Jこことをぷべたロト

ルーリーは、立旬'';f'f，千Iーヰざめて、 j、然ott源「河芸st対処するためのノミラン
スのとれえ fZEiiにわえる吉岡l立尖を4とめ7 〈公図}イって貯水池シク IJ _T 

シコンをi:J::.Iji;iるためにダム建設者/ん二ちど旬以符をもってかつ長'IA内に?

協司人てきた三とを l認めながら、ド Jレ T) はやはり公日r:内の 人上院

な!ム"，ぶ域 が H のままの眺めの、満足のいく 1'(吊?占 には決Lご

なlヮ争いと主張 -1'- それ:ばよ、 ダイナ lソノア 1"1立長記ユ全余吻:公j~~一Jと主記2 じの!η)!心訟7かc'-、寸(に二J出j

;他r也1σの〉建F設J土乙を認めるとい与当身Uの)~'人前Uの)r;い悶:司]常に正幻1い一て、 lは;土灯I灯M刊:i!刊削l川"視さiれLてきたj万J 
〈企~ i.-f一 b
τ古冒 l

1 地問笠守1 弐に対する :.;'!~_l} ーの意気込みの欠如とこコー・パ-

7・ダム;こ対1 る遅咲きのf;::-kτl土、 1%1 りjめのドルーソ の突然のよ;

停をお¥，.，た"ヲャ yブマ/は依然としてゲムに賛成していたが、評判の

よい円然保詰ポご巧に職li~ キやめる」ろ E告し h たとして激しく非t;tt された。

1"-}レー lJーがのiJl-述べたところ三l土、 !他究室町は 内務省内で最も

有力な]寸}だ)1::..し、チヤソブマンの兄均年(-: 多かれ?なかれ、影響さ
二，♂戸、ふ.，.0可l
，し、 v'/~ 

j:同Mの五五{空会の長Tのメンハ とあるデマLイぃ¥rrJ111rfkmar九y;

がドル_1)ーのf刻千とな.，た 日う子がすくい;:-送以ヲるつもりであること

をほのめかしながら、 ずおマLイ{ょっース (COEγadVv'ir~h) 古公国対長

ε引主受1.j" 61D:=il-ff.12月まとの日~円問、売t之をつとめたc ドル， '] 
の6111以降、子一「ソプマンの指示のト、公E司局はこコノトクミなjh乃

なかで、ノトさくなってしまっナタ支苦りに白んじていた これはイ宇かi、し

どいによさくなっていく汗夕、i与活動のなかで、之:国民のイメージをi高

めることではなか'-)7"二ロワ ス弓i支はしCfL(!'ゲム反対者たtうに h占祁を

y，lle UI川じ内向 Pr~':.;s ':199i) ，:L 177--178 
hl ι-:: 178--1'79 

l2fi:< ー ~.Û、 :):A<; ;i S) 虫)40



7守造物司'1囚1L公図における保謹 利用・調整:3~' 

提供し、彼らとともにこっそり勤し、た。もっとも、タムに以対ナる激し

い戦いは、ンエラ クラブヤウイルダネス協会 (¥VildernessSociety) 

のような自然保議団体によってもっぱら遂行されていった。これらの団

体は土地開墾事業と戦うために、白分たちのますま寸大きくなっていく

影響力を利用した}

ワースはエコー・パーク・ダムに反対したが、他の連邦レクリエー

ション地域については賛成した。アメリカ ;;1j目立案・ dJ民t品会
(Am引 icanPlanni日耳目ldCivic As叩 ciation)の1952干の講演で、ワース

新局長は国立公園町が長年の経験のなかで貯本池レクリエ ションの01

両立案をになうための最両の井、売を身につけたことを自慢しながら、こ

の分野での国立公園周の装績についての回負を述べた: “われわれは、

それらの活動が自分たちの他の責任と密按に闘連していると考えるし、

そのことがわれわれがそれらをになわなければならないことをまさに意

味していると考える

ワースは、伊J川流域開発事業に参加することで、公園町がゲムや貯水

池という将来起こるかもしれない侵入に対して回立公園を防御よるため

の、よりよい占場におかれると-nRしたコドルーリーと1，，[じように、彼

は最大規模の貯水池、特にボールダー・ダム (RouldcrDam) とグラン

ドクーリー・ゲム (GrandCoulee Dam) の建設に賛成したコ大規模貯

水池に対fる彼の関'L、は、 19:18作に公園同がもう一つの日大な貯水池レ

ケリ工 ショー/を引き受けるのに1，，[意することにつながった。巨大なグ

レンキャニオン ゲム (GlcnCanyon Dam) 上流の南ユタ~)~谷地方のほ

ぼ200マイルを湛水することを予定されているパウ工ル洲 (LakヒP()"¥vell)

は、 1960年代には完成されることになっていた(エコー・パーク・ダム

の持析からわずか2年後に、|川v公阿局は、アメリカ北部の最も;[1在日7土
砂宥渓谷のいくつかを水没しにすることになる貯水池の管理を後押しす

るためにサインしたc 新たな貯水池のためにこの地j，y，を犠牲にすること

が、エコ ・パーク・ダムの建設を防いできた妥協による代慣の一部

だったコ

ハウエル湖によって理われることになる土地の大部分はかつて、広大

な白然本来のままの地J!&として、↓lo-I.¥r.2'.:j喰|システムの一部になることが

促案されていたc だから別の機会に、公園局はエコー・パ ク地域とグ

北法59(4.357) 2039 [264] 
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レンキ γ 二オン地M~が連i;よ:í~~固か貯水池レク J ~l ーション地域の 2 ちら

治として符班されることを主さんできたc どちらの符現政策に訣uゴくにせ

よ、政iI?システム j営浬運営で主ることが、 f メリフ~ ~ I-Tffii \~í 君主・ IJ 民協

会的ブース仁主る19S2年の講;買で同らかにされた りース新見交は、多

くの人々が、アイザホ州 ζ オレコン州の境坪にあるス久一ク J:; (Srwkc 

RJ日 に治η/ニヘルス tャニオン (He1h 仁川yon) が“]:1ιてと|吋ある
いは図 -~:_.ι-:z1括公園;なる 1111;値"寺もっと考えていると述べた l かし

土地|討室長討が~ノレスキャーョニにタムの注誌をすで(:百11;;1Cてし丈ナp

め、ヴ スはへjレズ4γニオンが公歯]叫f己想の下で国立Lクリユー シコ

ン凶jえにな之かもしオtないごとを示I1吏たc

ワースは、ーユ一子ィ-，レで公志向事業の多禄化会提案した1要なメ

/パーたちの一人だったラ日然0)景を静似前に:更しむこ〆りもぜ斗、

初なレク 1)ユ シヨンのほうをはるかに重視しつ J、レアリコー ション

J!，J止は、実以前に異なむた宇寺山アブ口、 Tを必然的に含んで ν、たc これ
が最も明Hなのは、公的公お猟を汗行Lたことだろうに レク lJ_L-~ ;:] 

ンl{Iü以上ウ才一タースポーツも ié~ 但したが、 ぞれらは国立公図て典明じてJ

に).!"られる観光容11正義的目立や管理誕百Yi!i設のレベノレをはえて、 マリ 7ー

やピ ザーの九日づとを必要としたっ、のことが、 Lクリヱーション観光苧菜

く好す?という公明局の慎i"J寺山近したU リースはけ内心官僚的な

らつ腕をふるい、 [9~-íO-{r1-t(/)観光客のよ群を受(-}-;.、れるために凶立公凶

L 惇の収すよ能 JJ を向上することを思 r~ する来年たな以んポ業を五めていっ

寸九

ナャッ f~:.c" /の役存者ごあるいj務長'eマッヶl'(I)ougl出 IVld¥<lY)i之、

19~)~-j 1r 11月に、 T コ ・パーク・グムへの -tj卜7を撤|口iすると公表し

役i止ま J二、ユ「、 パ ク加減のすばらしし h最f互のいくッかへの1'，II(CJ 

アクセスを提供するためl、グイナソア岡、7記念物公閣の炊くて干すの多

し三亘路をしえIミすることも公去しえ A このほとん i::'f'をわれていない公割は

没水から~l:われた iJ ←りで、もハ j辺 J~~:，模な主J民判明のために市JifJしや

すくされ〆乙二}にな"た7'

工 l' ・パーーク主が示唆したよ 7に、自然保打 (prCSCiVはi01:) は

71 hl 日 17日180

12市 J ー ~.Û、 :):A<;;; r;)虫)お



戸?古物司"回Lこrミ図にお :1 る '~~!;~1毛 利用・珂吋:::n 

凶Kの必開討市内場では安易に;"ることができない117て1であるへ 191G

可の設す時以求、公|吋局は川氏利;11のために公附を悶発ナる際に、 つ

の基今、的な疋さ14化埋け1仁額ヮてきたじ第 の;;-.土!:iイヒヨ円;止、

( :-;L{-~pl い [t :¥-1川町けがI;s1く.tjにLたように、 l"iKと連市議会のJゴ与をキ

み LHL かっ公園 7~{生き延びることを保証する丈めのM比率装慌発であ

/，0 0 .7ザぃ。)T;!:[: 0-:ク)i壬術者、方ルブラノ i' (l¥; :Jrighti 平カメラ

¥汎¥r印n川り Cι札川川iげ川r泊!れL川

をf絞立Ij丈〈 しかし 19~íり年代までに、円、況は変化してい丈"コー パー

クの 4 へな法院均を除い工!土国弐が庄iL 自にグìl:~ i;'げていたし、号再発

は!ヲンタ たちのために合!:El:をはかるだけでなく、かつてな νミ人〆、みを

引11却するん法ζLてもまた、::I、円イじされるようになったU この棄「たな長完

治、からワ ス l土、|長l 発が公凶を守るだろうと執~;~;~ま?に土日三したn こ

れが、お の正、1'I1乙理由である 当立公園開発は自民が?丁〈場所を

し、治iつイヱロ スト ン同 i'r公1:01長干々リソン(1.0'1G，tl γison)がも開
花じよる守呆j事とし 3行ノミラドックス (口剖<lC:O:X O~ D日目Cじonby dc¥.'clnp 

肘 nt)守 ，" "'1'んだものによって公lbrの沈刑を防ぐこしになる、円いうの

このふ5 えは、日56 .ir から始ま乙ワースによるミソション 6ô']T :~I~ の J2

4、原則に引さ淋ーがれていった71

3 '3セミテ国立公留の'3i?ミテ・口ジジ地域開発計画 (Yosemile

Lodge Area Developmenl Plan)ー題立公園策定計函紛争

近、丁、これまで岡江公開同制を支ごl'~〆亡〈Y た;:'1タ'，;11'再生cl1体が、そのh

~}U:> 'f半い、地域作氏の口然保議運効を支持して ]J::-\/ ノと F司局と汁" すると

しゐう場rmが生仁てきた}その忠告な例が、ヨ七ミァ国立公還のヨセミテ・
日ッジJ:IJ，域開花計|由 !Yosen;I日LodgeAr出 DeVelOp3ρntP;an) をめく

る _;:t公悶::ii定FiE目紛j;事例である(

手。〉発!!ifjば、 ;997年 1月にヨセミテ渓谷内的、ァーセッドj)1 (:-、1{-'f Cどじ

五vcけがん七水むmi:~止しえことだったふこのn2慌がヨセミ (Yosc;:;litc 

F:-.，tl只)ふもと近くのヨヱミテ ロソン治決討の5:均に大きな被等をも

た Icλ:jお:)

ミ lオげ公 l~d同 I~G 同士'C (1:)日 .~-l(HOゾ 1"' 1:1判兄己・前~~ iげ .1)D7 fミL

T，;ichad ¥¥，f芯ム日刊i、;1'::;， supra 11.69. at ~81 

二日誌5')(4' :lS:J) 2C-'J，7 ~'!()61 
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たらし、公共ロッジ施設のY数と従業員住宅の全てが被害を受けあるい

は相模した。そこでr"lす公|索|局は急きょ、近くに新ロッジ施設を建設す
る百lliffiを立て始めた。第一月jヨセミテ・口 yジ地域開発育|回 (PhascOnc 

of the Y附叩l山 L吋 geArea Development Plan) は、従求のヨセミテ・

ロッジ地域内の本質的な構造変更を構想した。まず国立公園局は、被害

を従ったロッジ施設を氾濫原から撤去するために、 284のモーテル、 96

の111荘、 60のパンガ口ーから成る新施設を、氾濫!阜の外側にあるノース

サイド車道 (¥;orthsideDrive)の現在併置の北に主主設することを求めた。

次に、ヨセミテ滝の眺めを良くして新ロッジ施設から自助卓をはるか泣

くに追いやるために、ノースサイト車道および隣接駐車喝をマーセヅド

川により近く、南に迂凶させることを求めたυ つまり、新ノースサイド

車道の大部分が氾濫原内に建設されることになったハこの口ソジ|剖発計

四は、 1980年のヨセミテ国立公園の基本計四 (Genera11tanagemenl

Plan: GMP、以卜“GMP という)採択に伴って進行中の公凶拡張計両

プロセスのなかで宥恕されたものだったし (;MPは、環境対三響評価報先

(El日 ironmcntalImpact Statcmcnt: ETS) との関係で、他の事JEに加え

てマーセッド川 i~濫原からのロッジ施設の移転を求めていた。 1992年に

国立公図同は、もう一つの重要な計画丈需である常業前日j事業計画

(ConceともともionService Plan: CSP、以|、 “csP" という) を採択したが、

cSPは公園内の宿泊ビジタ一人数を削減することご GMPを修正した。

さらに1996年に|主|す公同局は、{長谷実施計凶(¥/alley lmplemental Plan 

VIP、以下“VIP" という)に右手した VIPは、公園内のあらゆるピ

ジター悩泊施設の間売ポ業を許述することで、 C;MPやじSPの広範なm
令を実施Lょうとするハ VIPにも、報境影響詳f曲報件 (EIS)が影響す

る。つまり、ヨセミテ・ロッジ地域関連の開発事業は元来 VIPに含ま

れていたのだが、 GMPやCSPで構想されるピジタ一人数を宿泊させる

ためには建設作業をはかどらせる必安があると判断したいliI:公1*1局が、

VIPプロセスから口ッジ地域を分離L、独白の基準でヨセミテ・ロッジ

地J，y，開党計|自|を作りトげたのだった。洪水から数ヶ月後の1997年4月に

は、国立公園局はこの百|画の最初のパージョンを明記tる環境アセスメ

ント (Environmental Assessment) を起草していた。|日i年7月にドliI:公

園局は、この事業には環境影響詐悩報許 (ιIS)が求められないと判断

[267] 北法:i~J\4 ・:;:14)20:;6 
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万る、“三五人なノ》ヂJl土イ1'1もないという事長百五J-t~ (Fimliu日OINo Si叩 iii

eant Im~)act: FO:¥SI1" を1白衣し、パブ"ノク・コメントを討て、 J.:LIの

よう江口 yジ開発計同寺別記する終jfF'ONSI争発会した

1998年のシ工 7. ;，ラブ対台宗 I:-I~f丁;~'fJ l)プォルーア符同地h裁、'1]rJr 

半I]iムロicrn;CJ.~ ¥'. Lム.u'--cdSLalcs， 23 F'. Supp.?d 11 :)2ノ:よ、]息子午であ

/0ンユラークラブが、L!"'j ジ rr~ 給計 l出i は塁f'j，・最薄}ドJl i: 法'，Wi:c!孔nd

ScenL 刻、 ρf:o;/¥cL: ¥VSRA)おJぴ民家環境炊き主法\~alionalとよjけ ;on

刀ell日1PolicぅAct:::，-:EP:，¥)に違反"1る〉して史議を中し立て丈ことに立す

するものだったに !44 書はこの日 liilliが、野生 -JJ工務;口川 U~ (¥VSRA)によっ

て泣I与の持J弘 i の侵'~から+\:設されるごとになってしゐる何川流域をお悔

するだろうと主張したU またj車内J立、問、i去志向が円 yジ開発r;I-Jm;には

球f影響引悩叩，~. (EI叫が求められをいと言(って結論?っ:'-rたこといで、
出家球墳は策目、 (Nι2A) に違反L丈と王投しだc これらの廷直にぷづ

いて、原~~:~.ri被lコである淫時以1妊に第 刻口ソン|剖{J{~Q十両を栄 J: して、

この ii1 iiE寺中 1:'芦せJうとした 裁判i所はi皇子lの好生・京勝;:IiJj I J i土

(¥VSI<i¥)土張を込けたが、国立公主J品jが“ロノジ担発言i凹のしベつか

の:')iにかなった代詩?衰のみならず、ロノジ防予凶に関する累積的影響

を検討しなかった! とし) '1国語完政:い士山EPi'¥) 主張を認めヤ、第

対ロッジ明党計|肱l寺中止さ"よるための主主ノしおとと命守守求めぬ原告の

ql L立てを百五めた

4 コロラドJlI基本計画 (ColoradoRiver Management Plan) ーレヴ

リエーション紛争

グランドキヤ J オン国立公国 (Gra~lcl Cnnon N<:~ Li ollal Park) I.~O) コ

日ラド川 (ColoradoRiyerj 正、世?とのなかで恥も5王手で事情な1'1く泡

立つ本而そもつ〉コ口ラド liiでのうフティング(土、回、Y公国内のレク'i

J ーン日ン体駿のなかでもおに人気がI';::Jいし 1963年):;.;1二、コ円ラド11Iの

水位とufyしは、土地税終日 (Burcau01 Rcc~a犯 ajon) が守給するグレン

ベーャニオシ・ゲム (Clt'n仁叩yOClDan:)によって行J~，されてきた j也 h 、

山村山n人百 lkill叩よれよd1パメよy，~UpLl ょ 26，包 l %3--D(iG 

7竹本稿第一章第:.I"iIJ4宮市〈

二日誌5')(4' 3S3) 2C-'>，S ~ '!()只1
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コロフド)11での〆ク 1ノJ ー/ヨン体射、:士、;正立公団りの管川下にありたじ

多くのピジタ たちの来阿とそれにこもなろ o己主子資源への乙.'K¥(:りな

は、ピジタ}定数が求めら才しる主っか;れ、なつにわ

さり仁、モーゲ 十lラマティンゲのj始外壬ーケー験音仁附する附究ぷ;

査が、国立公図J司からの明確な約千守を引きiJ~したυ 国立公図)苛[土 l 宮内 (1

のコ日ラド川長本計l泊1(仁川(J"Ir!(iRive;" ~.-I叩 agtment P!a:1)のなかで、

グランドキィニオンからモータ ?寸必~n を除丈するためれ予定主をまEめ

て、モーターイ~-;l8叶1:1Cl)没階的峰、去を試みたι 19S~í年までにグフ〆ドキヤ

こすンのコ U ラド)':では、千二 jfいかだの されるここになハ/ょ

しか l_，、二のE十両;ニ対しとは、政治的な反発がずぐにふ1:じた)主河議

会が、ド、H年省歳出子主索のハノヰ修正 U-i3.lclJ;:w]f':1ch日 nl! に化、)"たの

ごあるr えl_'.草事の二1 グ川i霊前!t!日;注目白芸員ハノデ (OrrinHatch) に

ちなんで命タとされたハッチ姥ιl士、 投下資にのお尖に備えて、 • 'j}な

を'F;，'業計 11，ずに伝説する」ことを芯lヌJ1て;'1;;'> 3主計 "J手?の役会;の{以

活」を求めている{主体力 節~，~w;，c.、を!frtさせ:...:;、たぐそのJTEド;土、
ハノチの選挙じu亡に、コロフ川II-c常利的なノl寸i(-Fj-:を営むずブア J 〆グ

会計の大多数か含まれてい丈といっ下突があη たョハノイ修'1.1;1営利的

なうフテ J ング会ti.:二、コロラド;11でニ[， タ ノ寸~(ì~自を ~I O年己主干IJ用，

1，;) '-ι 王、 1978年のレベルキ|、 1.".る仁ミな渓勾内心夏季客数の純減がな

いこ Y を事')-~上 f~~j{ょした。コロラド 111'(:の (..7リザーションイ主の白然

な ;IX:i~ を保存守る|孟[ ¥!公開局の試みによ十する連邦議会によるこのような

人sfr!zエJ、は議論や呼び、 1981午;ニ修7日十両が公表えれど7ヘ
またグランドヰ守ーオ;.1:1:'公布"C';土、船内主ーター駁7干問題;.-:1)1]え

て、 71元主楼.:u0'i音問題にも 1970午代から悩まされてきたじ航'辛機 (ai、craH)

とi土、出く飛ぶンニ ?機、 jL+歎様子 ω飛行機やへ 1]コブ夕 、"1'.111• 

長官。 ~~:合むなかごも、遊覧飛行ト 1 手 7 ヘ 1j ヨブタ】!軍首問題

が深刻fったため、 1'，1す公|司局は児島lを試みた。 1百77とブ円グラムはグ

F主位 5ド~:;，t士期 WJi ~ ~よ、 壬ーター H 部)~f: が，\ ~れな=汁 J ~~止けるとい今 h法

が用いム札L 例えIJ.1山 l苧4，1::: ;e: 9月、肝不二年 4月 e 片片 り月なレ;土掛

かに-:fる月とさ 4~1もこ 3

~ ¥¥: illiヨ1，¥R. Lowry. '~'hl 仁川P紅 i ，- v fりγ¥VoJ¥(kr，BI川市iいg"(199"1) aL ~lì:.:í-lG9 

12的 J ー ~.Û、 :):A<; ;i Z) 虫)3~
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ランド+"'.fニすン困立公i認の穴なるとsJ;究につしもて、抗2半ほかそれより fil

ifJ71での飛行を口1されない嗣 l浪lウ，)丈を定めることで安i高したこ 19S0千?代に

はこ才しりの妥協ち引たもdj~R高陵が緩利支れ、~ \~f/i;悶足は内務長J汗オミ

ヂ;l.- (DolJald [:odヒ! の内股 i停に苫しんだ山コ

グラン"-千ヤ 万ン ;立公園園〉静静寂を県イ了有する〉い;j19T711ブ/口ク

ム心意ド J土、 1997去の1'-1;i公京 1 シトス唱ぬ法(:\~atio!1al Parb、Ovt'rfighb

Act)の制定じよって、 L心は与廷を苅 j./.Pここ tなるにア'iゾサ州芝山 i

抗議員マケイ> (JOh;l ¥tc仁川r;ノにぶって起草 d.;ht:司法:土、発展途卜

の飛行:H想についこ公正かつ川ランスのとれたプυゼスを却ょ二すること

によッて、安全および Ij$校を促す二こを弓JEFハ安全を犯し、きわめて

主要な公悶資源を保護し、ビジターたちがグランドキ守ニマン岡山一公民

を引き続き長Lむこ rを提供 LJうと努むるのいであるべ 1司法は、決谷

の列縁ぶ行 'if~'~ ヴの飛行を禁ト L 、起出飛行区域 {Jlょgl1l-Iree .z011目)の

指定を )J~めも J豆諸航空局 (F目icr21 /¥ viaてlη11 :\(ln-~illis t. ntio r.: Fλ¥) 1守

手千上空域(、:VI-tる主主終，i1C!lを立亥ー実施することをwじた 述1'1;内t空局
じ工、山 1:1í:ltfj: [i域を総有 ::'<J.てたし、遊完成行の rf， 定的なよ :;J~数を定め、常

t'J tr二な遊覧テドZlT(!)j、'l:tJ時刻を í，~め、 ì}ff告のこ良質 yレートを変 92するという

最終規則を公示

5 イ工口ーストーンスノーモービル論争ー最近のオフロード事レヴリ

エーション紛争

オアロー ト予告の普及い伴うレク，!ヱーシ J ン白の増加μついては先

住Lたがベ宗J!J:では tフロードヰLのなかでも特ド、スノーモービルヤ

ジ仁 Yトスキ に上る己扶地境破13そがされ、二いるじ liliJ苫:上、連邦所

イft:iJ， ~ウ')ユ ンヨン{ぶ肢の静討さを婦なろ己主たユンジン:人工芸坊を

汚染する l あるよjt境保註QJ休;4fTの主主山じよると、典主市なス)，コー

ど)レ 1{iiJ、1Hï l品l に排i引する炭 ít7J< ，~ミは、典型的な日動車1. (ì~'){ 1年同l

s le.，日 166-167

ぷ J()h~l McCιLI " OV('1訂以ht()丸【l文明ll.Nιllional Pa~l，-，，: Scp/Oe 1997，孔lH-'" 

らI \atha:~ 六 ch(' 弐 Prc:， (ν 、 λt;Glllsb \只 l~ccrcalionis L; ln Ou…Nat:ol1a: Park只

V\"~':， l- :-rOCJ1\\'CS~. JdL:Cl:ll ()f Envi:"c丸山~'lll :1 Law S.: f'clicy (一日制rVI):.5. lllltll. ~ λl ::;S 
k イ三十同第 ミ言葉-iMょ::-i<2;害「予}
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び);忌ι!?述恥、で折i11する炭化ぷ素よりも多いえら

ス/. '['..ピルは:、耳互依化言語よ、 方ソン、不寸 it/;，ぷ、 n~ 

イヒポ素、?らl-E高廿骨名A:'、排出するへ同¥:r.:L':;閑IJ、lのス J-エ ピlレ

別制につし当てよト:IT~~:と|京 1J弓l主従去、 I:.iす公|京|こ介。)アプロ一千を)jJいてき

たハ例えは、モンタナ升グ)グレーシャ一国立公図 (Gl乙cicr.:h;LicJE3.1 Park) 

では、 1970令トペJ'J.束、スノ、モぃ ゴルω利;IJが禁iされて非たコ対"にミ

ネソタ川のボ J ジ守ーズ国 !'L'i~周叩e~Jr s N2ll0[ょalPark) やは、、t

ァお裁判所2'れて 時的lこ YE[KJ式¥0)アクセスが祭止きれている

ものの、ほとんどの区，h~ ♂スノーモービルのぷIjJfjが1f;さ札工いる。また

スノ で てJレ1，，11;11ではないが、マ汁チ←L ヤンツ川のメf フコ F ド「可

立浪;:;~.公閣は CliJε 仁川j'.三tiO:1al Seashore) では、ヨヨ立二三悶日が主妄な

球J比卜のうf析をf了J公ハた佼に、 HS-Yf:~才し丈区i企ずのオ 7 1-1ードヰモ干IJiTlを!

すことをiJ;..71-;: :_、この {'-J~Ji二 It山手Ii批判所にも支持されたとポ「ジ 1

ズ「買すうとIlilでのスノ エ ピル比湖、あるいはウ ブづソド同

意でのオつロ ドl:J規制に関する国公園日の判断の説何 l じ V~J!uate;

をfJなろ151に、連邦よ九三lJi1i:土、国立公図!白jが当立公園田伏、戸らの

'#L1通規則、問書ーする行政命令、 l:lii家環境孜策しつ(主EPA!、行政子続rよ

(.:¥?:¥ )をめた fことキ条n.(.こ 仏 ν、.. Je居を回 (r公問見に与えること
1:，1立したに cこのような連邦裁1'1;;計判決(/)流れからすると、述+1¥議会か

らのl宵fぞのf正!在がごくても;tljí~i'i~ ~b 土びjtr/-rt (二i芭v、さえす;!l~，工、スノー

工 ピルを京止するという同 時的決じよ、裁量の有効な行使とし

-Ci皇河裁判所 i支Jす弐れるよ λ;ニE、われた Qにこのよ λな背景の?と、

出?東有~~全11JL; ちはまえ:、/，ノ モ ピルの f~l.， ，"1}、イニロ λ! ン区立公

司の凶1:，;'199Gγ冬にアメ '1村民l北辰向。J 際化炭井、水平に込し、スノーモー

ビル Lンジιがイ L口ース rー:'-1可す公開人J~"~ ;)万ガコ〆グ〉フミ精製ガソソン長

川き山 L!c! 主張 ~J じり;::;gins.¥¥'ilJ、 ll:';O，ム a吋 L<.'日hy，s~~rγ江 n.99. Cll 1007ま

f 、カリフ Æ!ιニア州大気資1原をは 4.~ (Ctlifハrnwへrru叩 llrcc，;Bfl，inb) (，.:ζ ノ

ピii2:tされたテー タ[土、 100P白川スノャモ ヒル走らの百円Hガスが17()f]"2-、の
自動苧かム排出される中将iL笠井、および炭化水語。)総出;こ相主昔る:とを小し
た ¥a::山 L. Sr]w只， supra 11長よ atぷす

ぷ.! ¥' aL:la:l L. Sch~ 只!日Uいra H.S~ ，江 L 33 

市 Jlliln門.， ¥!. [了、則正 百10'wi:11:':5.11:)"¥，，': Tトゼ Kョtiol1a;P:;rk百円yice':sDi :S l 心gan~ fOl 

ー ~.Û、 :):A<;;i(;)虫)32
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イ Jロース ρーンスノーモービル所;(;1が起きたひ

イエロぃスト、ン 1'，1>'1公|呆|で以、強力な経済的利訴をLlみ {-;.I]"i)スノ

エ ピル;、よって、冬手経泌が繁盛子るようぶなっていた、 1997i:三巳 R

l複数の探境保護位体行べが、 1:1.11/公同局が|川本漆是政策決 (¥EPA)、絶

滅。)~:穫にある穫の辺、 (ESA) 、-f.))他。〉迫手r:~王、および域邦規則に送!え
したこ↑張して、 1主邦コ U ンピアれ ~IIえ挑み裁判所に提訴にたコ l寸ヰ 1υ

巧レ[ノヨ務省~;:、イ工口一ストーン:ïl.:;{:i，;園地域の冬手利用l閲するj京境
影響~ffj-7R-~' ~ErS) プロセスを履むする Lことに l司君:して、この訴訟を

裁判外で併決した) F~~ ，"/u ~_:ス末上むの2UOO fエ 12日に国立公図];;j(土、日003

--200げl' 与 ~1'ごまでにイエロ スト ン同~!公日-r: でのスノ F二 iイル利用

宇段防的 l二削減していくこと#決定 ν たーそして、雪[ハス

(引い川tο川 11csj によ 3て r-1J:-j;立公園を引き続きノ九手予Ij月]寸るこ〆を認

めた 国立公図I吋It、イコローストーン国立公図地域内会季ヰJn:l二男す

る部品影響評刊ij-i'性f七のなかで、以!のぶつに恨拠づけて、今依iJ勺パ

スを運行することを認めた{

I われわれは、国立公邸制皮1人rdーなわれるスノーモーピル利沼のほ
とんとγJ玉、管理恒機あるいは公|吋資抑ー何怖の保誌とず刊すること、そ

しヤ つのじ政の要。|および人/'ニ[， ピル利吊に月9-;るrs_:{[公

明f弓 司宣告足 ~Ij 骨{荷たしていない、こと e 干切ったつ

スノーモービル利JIjにう告する凶立公困 !nJ- -i~定規則、 CFf~ おおっ吻川 c

lよ、:欠のように述ノ¥る:

U人 J'斗 ピJレの利用!止、 'I'I!，の乎bi}のF，'liニ寸一"タ 付月i?船ヤモータ

ボートレよって利)iJされるJ再乙された rレ トぉ Jび水G'を除v、て、禁止

5 れる υ スノーモーピ 1レ lよ指L三 3 れたj品PI-f ~C' 、それらし')ぷ'11H 治まとi 泣;グノ日

Sci2ncc， La¥¥. :>ll0. PLltJliC Opinιο11m 託C只'cJ.L:üÌn只 ~no冶 nobiliムえじ )' cllo¥.¥. s~onじ

刊叫i() lI ~ll l' a，ム Tl~c E 川irrl!:ClrnLnjL<:IW Ikp(片山r("Nfl¥; 20(4) 川 ~0980-l0981
'" 市Tlk Fundοr ，.¥ ni口1.)¥:;，JLodιVf't会it.y:，egal Foundィ↑ 011.Prρ什♂↑nrP;り;("ct
万川咋;)ルrおよび 5γ;(/)悩人い

「 わが〈命令11644号心よ ;"/1丙11開J号を阿叫ーする この一つめ'{J政命令f戸、 1[，

'， 'J却を t見瓦させる (dム引 UP-，)あるいは公~;&r庶 i."':' ;，~j い ~;0苦を lえ ;i"9 かも

すないぬlりとの、 lr:ゥj，l謹jJ，jCワスノー才一会ル科，;IJ ~;ン制限する役割 4 巣たす

J:Ja:，n.1孔LHα)PC"Sllηra n.85ぶ 1098U

二日誌5')(4' 34:>) 2C-'J，l ~'!72J 
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然・主化・京[観・主的価値、安全性考慮、公園管理リ楳と調和する、そ

して聖子牛牛物に迷惑をかけないあるいは公同資源を損傷しない場合を除

いて、ポI1される」

↓I'-I.¥r公同|局は、[イエローストーンおよび他の公阿〕内で行なわれてい

るスノーモービル利用がー公園の資源および価値の無傷の状態を害する

ih山川こと、したがって損傷 (impairment) に相与すると刊断して

きた J われわれもまた、スノーモーピル利用が・大気浄化法 (Clean

~ir Act)、行政命令11611号および同11989写、阿立公凶同のスノーモー

ピル 般規則、公園についての国立公園町包理リ椋と矛盾すると判附し

てきた。これらの判断が某づく影響のタイプは、以卜に要約きれる 0

・自然の甘の風阜、 (NaLural Soundsc apes) ・静寂な述呆をもっ広々
とした地勢では、たった l台のスノーモービルの騒音がおよそ1120

7イートにわたって響き e・・ 4台のスノーモーピルグループは7510

フィートにわたって響く c ー比較すると、同じ状況で l台の白動車は

23307イートにわたって響くしイエロ スト ンでの円中の可聴性モ

ニタリングによると、オールド・フェイスフル (OldFaithful) にい

るビジターの滞在時間';iiの95%、イ J ローストーンのグランド・キャ

ニオン (GrandCanyon of thc Ycllowstonc)では滞在時間帯の87%で、

スノ モービル駁守が響くコ

• ~r生生物ー公園内のスノーモービル利用は、椋端に雪が派く、将端

に朱く、食糧が足りないことで動物たちが最も緊張させられる季節を

通して行なわれる。この傷つきやすい時期を通しての野生生物への妨

岩:あるいは攻撃は、個々の動物たち、場合によっては全体としての個

体数に患い影響を及ぼすロJ能件がある。

・大気質ーたとえイエローストーンでのスノーモービル利川が年同
3ぅ月のみ行なわれて、残りの月を過しての他のモータ 付Jt'2り物よ

りも利川者が少ないとしても、スノーモーピルは他のモータ-{，J乗り

物よりも多く、公園の大気汚染に寄与する。全ての移動発!]j原からの

炭化水去の年同紙、排げ1量に対するスノーモービルの寄与は、どの緋1中l

要素がIJr山を見積もるのに用いられるかにもよるが、イエロ スト

ンでは68-90%に及ぶ可能性がある。|百i憾にスノーモービルは、一円変

化炭素の年間総排出量のうち、 30-68%に寄与するロJ自主↑牛がある。 ー

[273J 北法:i~J\4 ・ :l48)20:lO 



7守造物司'1囚1L公図における保謹 利用・調整:3~' 

公園入口所の従業員たちは、スノーモーピ府ルからの排気による健康へ

の悪影響を訴えてきた。 ー1993年および1994年に、イエローストーン

は、従業員干ピジターの健康と過大なスノーモ ピル公害に閃「る

1200以卜の苦情。〕吉簡を受け取った。 ースノーモーピルは、イエロー

ストーンの山口およびオールド・ブ工イスフル (OldFailhlulJ近く

の税界で、集中的なかなりの[大気質の]低卜を引き起こす可能性が

あるコ

・水質ー凍結した湖凶や'~!鬼氷原卜にスノーモービルやスノープレー
ン (sno¥'，rplanes)から風に来って運ばれるi'ij染物質の堆絹物は、雪や

氷が解けるときにそれらの汚染物質が地上水およひ、地表水に入り込ま

せる可能性があるし 山イエロ スト ン (¥VeslYellO¥vstolle)とオ

ノレド・フェイスフル (OldFaithful) の聞の主塊氷原化した車道現場

でのアンモニウムと硫酸掃の集巾[数値]は、ロツキ一11山|川l山目脈R(恨H凹 kvL凶ν 
}'.IOl1川1川1tai剖in) 地士域止の3羽0カか、ら6ωOの他の玉

れるものよりも大きカかミつた J

・他のピジターたちへの影響ー冬季ビジター調脊は、公園でのピン
ターの楽しみにとって最も重要な要素は、 景色や野牛λ川却を眺める機

会、他の人々の安全なふるまい、きれいな雫気や静かにひたることを

体験する機会であることを小す0 ・スノーモービルは公開内での机界

の質の低下および拡大Lた大気汚染を51き起こし，野生生物の自然の

ままの態度やふるまいを妨害し;静かにひたることの感覚を弱めなが

ら、公図の白然の吾の)，，1景を妨げ公共の安全に悪い影響を及ぼすロJ

能性がある。

・安全件考愚 最近10年聞のイエローストーンでの 8各の死亡者は、
スノーモービル事故が原判だった。 1994年には、全ての公|制施設の死

亡者の44%が、スノーモービル事故が原因だった，~士 5 年間の冬季

を通して、ド1.17:公|東|局レンジャーからの応答を安請している全事故の

92%がスノーモーピルに関述L、それは全冬季ユーザーの61%を占め

る。 1998年会計年度の閥、この年の全公開|ピンターの 2%に相当する

スノーモ ピラーが、イエローストーンのモ ターイ寸来り物事故の

9%に含まれた。」

このような分析に基づいて国立公園局は、イエローストーン国立公園

北法59(4.347) 2029 [274] 
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}附 l此

地i浅の冬卒中JilJに問する環境型:割i件再のなかで、手このよつな円Il出を
可守， 1ι? 
11， ，"，'~つ

「戸号、'.-:L-~同局管理 [1 T~ (NPS l¥.fanagClllct:.l 0:市川、円)、 イ工 CJ-ース f'-

/でスノーモービルjliJ川を禁Iとする Lことーと、その代わ十.1[，:~当トハスに

上っ ζ公国のょっ太夫f!.f買右冬手利mを姥供するこ〉 i土、これらの公還に
ついてω1"I，'i公|判局符理目悼と，)1，1布;ずるコそうヲーることが公|気|資源おぶ

ぴゴ:周イ111 ノ古への ，'E 8;響チ~~め、公んの安全ぞよ 1)t%l!'し、医長:争手の

二I_~凶の慢しみを提i具することになる J

雪上パス;，1':(土、公号 ~!!jlおよび公歯{而 rl~ にメ J L、、スノーモーピ Jレ4

:)も rm~λ影響を与える。↑久えは、目立うかそれjj， f-'，G乃乗客を選ぶごとがで

きる辰宗「主の雪 lパス:[:U~土、 l名か2名*りのスノーモ lイル 1T::iよ

りも:よるかに í~_b]('手の大気汚来約日十騒吾を出す夫 i['(，済む仁そのうえ、

国立穴図;;;:C)~止五三 i司:可三宅約あるいは営業i可:吉T書の下で運営されている、

フ口の ~il紋ぎれた法車ヘ子にぶって逗じされる2j f パスは、スノャ平 v ピ

ノレよリも:行生生物を妨:占>r るノ)j~土で運転されることがまし℃少るごいこと

になる *~~í *:--. ~ -~..、さ上パスの利用をJペ太してスノーモービルジ) }~#i~ 

分の利)，Iを徐去することは、大多数のピジタ たちにと η て楽L1、体験

を佼然として唯一行して公回資源への重人な感影告か避けると同時に、公

明にかなりの人数の冬季ピジタ 守収容すること 7午可能にする、ことにな
づ

ノν 

イエロ ストン1"1"，公開地球力手季刊;IJに関する環境影響詩告書を

符て、 200 午μ同庁公苅持は a 以、のごとを約J京kする封訓lたなt勾主日郎1リJ(侃己“自
i机才ヘ~\~ピ凶」

4イ合?向σの〉冬季:にこわfた二 コて、 {代」t、;終降[似的ド内j 之なシごγd-4雪一~ノパ、スサ ピスをJ羽zi叫共しな
古がミら、 4段立ド丹内|的'，j甘にλノ 】E ピ)ルルレ/をドj七:去す毛ο10

~J パスサ>，'ス l主、ヨヨ ;'f 公演局か{の営来許口472j ¥COl12cssion 

pt~rllliU を記、安/する〉

ss告らくの均台は改造さ;.iu'::!.ife斗〆りで、スノ モャピルよりも人さく、スノャモ
ピんよりもレ沿っくりと、べ1I卜で者 1を移動Jる*1)喝を苦味するつ Co以1liS，
¥VilkilsGn and Lcshy. Se:pra n.26. at 1I!09 

的 Jd.，:L 1007--1010 
川 hl"a.: 1UIC 

ー ~.Û、 :):A"34 P;) 虫)2 宅



戸?古物司'1 回Lこrミ図にお :t る '~~!;~1毛 利用・珂吋:::n 

公遜への2子手悲問を冗り込むために、州 郊の説日事均所

(tOlnisn; offIcとおjと協力十る資金として、 2001年会計有 fJEでlO万

ドルグ)子主主キ市〈リ

このほかl也、イ Llゴーストー/戸:ir公閣でのスノーモーピル利川を

段階的に除土する λ めの権限規 :~-tとしし国立去図11主主開法、 19'70{[ーの

わい1::!-:;-:-'IJ.江市Ji:a 般J支持;去 IN叫ionalPark System Gtぅnet丸jAutb(i，-itit;i 

、岡、Y公同局の基本三回指針(l¥lanage:llf'll:， 2: a:l)、公閣内のスノ

モーピル1"JI日を抜へ一つの行政庁ì~"':'ì へこε どがある川υ きらに、 2003年に

号ilJ計された合衆国v、律集の りの節 (16U.S.Cフ1.22) r止、特にイユ U
ス r ンにおけるtE1会(cり口町:'yationj の重夜七Iを強尚ずる戸 つめの

Df! (.土イこ打ースト ンヨi立公閣の設置法ポあり、とのような同本も入柄

あるいは開発がら守られる ¥prcsじrvc! 'くさ大 I，~慌'": 1司令地のよう心:も

のを指)~してきたことを最初 l l 巨付、保全(co~ìserva~ion) U rむの
七仰にl-，¥4かの同白地をとって主3くといろ栂u念会、公式に導入するわ

つめのE官:土、イこローストーン国立 i;~法 ('t'c l!ぐれれO:iCNation川

Pa;"k ..'¥ct) c'"'して卸られるノエロース p ン固有の本質的な刀、在Ij、であ

り、同\/~jイ用:tすの{0_ロ スト ンi正"公l吋に関する管却を税制す之:中

ノ日t走法ごある p ごのJヱロ ノl， f' ン国立公同法i止、~ウ公国民投[百

渋と1，什，ill保全合主1I!L、 公開卜¥)おc}::u.'H仕のままの状態の維持のな

かにある、あらゆるーす ~，X ~-コしいものの、初傷そ Wä 存からの保守

(p日記了V 2.tWG) を規返する規制を公布ずるよう内務長t~ にJ当ノトずるつ 1 し

rっ然保全の五五呪や副Jnじたこの一つのtj'll土、 スノー f:-~--- c::-)レ~，，~m::Iらず、
その他のレクリ J ーシ汁 /';iき坦という高からも、;i: f-=-f dれる

第四節 小指一国立公閤紛争の当事者構図の複雑化

台近均主iであるアメ)力の 1
'

1，ケ公同:土、 I初、うイパル主;j';i~ ~':~める 1，:亡

コII(l 己L1012 

02 ~品百?主:-361J').~~

以.10日llni1:-，i:. JJOOj)円!日'1、((1 nヌ5λL11)979 
，1+ ld.. ，，~ 1U9g() 

二日誌5')(4' :l4:J) 2C27 ~'!761 
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林との政tf~の相i昼から、内務省国立公園局 (NPsl 刻展務省森林局 (FS)

という対v構j止をノj、していた。しかし第一次世界大戦後の公|制ビジター
の殺到jが、国立公園局対民間人(地域住民および商工業者)という新た

な対す構造を牛んだc さらに近時は、氏同人白体が白然保譲に対してポ

ジティブな苫とネガティブな苫とに一分され、それぞれが国立公園局と

対すする場山が牛じてきている c

このように、国立公園紛争のペ事苫構図は複雑になりつつあるが、民

間人とりわけ地域住民が同立公凶紛争におし通て重要な地位を Iliめるよう

になったことには疑いがない J 結局、国立公園紛争を解決に導くことが

できるかどうかは、

岳 地域の自然保護意思を、とのように国立公園政策に反映すること

ができるかc

そもそも、そのような意思自体を、どのように適正に形成するかυ

という二点にかかっていることになる。とりわけ③の点は、民主政のプ

ロセスにかかわるとともに、可変的かっ流助的である c 兵体的には、参

加などの千給確保が求められることになるだろうの

ト正|山公岡紛争にsHらず、地域イ羊民のような民間人が広く干IJ当関係者と

し亡かかわるようになった現代の国立公園を、よりよく管用述常してい

くノh土はないだろうか。次巾では、周辺氏有地を含めて、 t五1-¥'/公開地域

の新たな管t甲子法を探っていく。

*本稿は、平成16作度 平成18作度科学研先費補助金(基階研究 (A)) 

東京大学(研究代表者 金芥利之) c公共11業コントロール法と|地

手IJ用規制の連携」の成以の 部であるとともに、北海道大学審査博士

(法学j学伶論文 (2ω8年 3月授与)の一部に補筆したものである c

[277] 北法:i~J\4 ・:;44)2026 


